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高野　靖彦／立山保勝会の設立について
―大正期における立山登山環境整備の一齣―

一

【
史
料
紹
介
】

　
　

立
山
保
勝
会
の
設
立
に
つ
い
て

　
　
　
　

―
大
正
期
に
お
け
る
立
山
登
山
環
境
整
備
の
一
齣
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

靖
彦

は
じ
め
に

　

大
正
期
（
一
九
一
二
〜
一
九
二
六
）、
一
部
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
、
社
会
人
な

ど
の
エ
リ
ー
ト
登
山
家
が
「
岩
と
雪
」
を
目
指
す
困
難
な
登
山
を
指
向
す
る

一
方
で
、
登
山
を
愛
好
す
る
人
び
と
が
急
激
に
増
加
す
る
。
日
本
登
山
史
研

究
家
の
布
川
欣
一
氏
は
、
か
か
る
現
象
を
「
大
正
登
山
ブ
ー
ム
」
と
名
付
け

た（
１
）。
布
川
氏
は
「
大
正
登
山
ブ
ー
ム
」
の
成
因
と
し
て
資
本
主
義
の
高

度
化
に
伴
い
、
自
然
か
ら
疎
外
さ
れ
都
市
に
集
住
す
る
「
大
衆
」
の
増
加
を

指
摘
し
、
さ
ら
に
『
目
で
見
る
日
本
登
山
史
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
「
大
正
期
に
見
ら
れ
た
山
岳
情
報
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
流
布
は
、
鉄
道
・

バ
ス
な
ど
交
通
機
関
の
発
達
と
、
登
山
道
の
整
備
・
開
削
、
山
小
屋
開
業
、

山
案
内
人
の
充
実
な
ど
現
地
受
け
入
れ
態
勢
の
拡
充
と
相
俟
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
相
乗
効
果
が
登
山
者
を
誘
い
、
登
山
者
の
増
加
が
ま
た
、
交
通
機
関

や
受
入
れ
態
勢
を
進
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。」
本
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
山

岳
情
報
と
は
、
登
山
経
験
者
に
よ
る
紀
行
文
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
皇
族

登
山
の
状
況
を
伝
え
る
新
聞
記
事
や
映
画
も
「
大
衆
登
山
ブ
ー
ム
」
に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
あ
た
え
た（
２
）。

　

か
よ
う
な
社
会
的
現
象
と
い
う
べ
き
登
山
人
口
の
激
増
の
な
か
で
、
富
山

県
が
主
導
す
る
立
山
保
勝
会
と
い
う
団
体
が
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に

設
立
さ
れ
て
い
る
。
立
山
保
勝
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
資
料
的
制
約
が
あ

り
、
い
ま
だ
不
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
県
史
や
市
町

村
史
、
登
山
史
年
表
な
ど
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ

の
点
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
立
山
の
登
山
環
境
が
い
か
な
る
状
況
下
で
整

備
・
変
容
し
た
か
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
立
山
保
勝
会
の
設
立
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
、
そ

の
設
立
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
そ
の
こ
と
で

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
立
山
登
山
環
境
整
備
の
実
相
を
理
解
す
る

た
め
の
一
助
と
し
た
い
と
思
う
。

一
、
大
正
期
に
お
け
る
立
山
登
山
環
境

　

大
正
期
の
立
山
登
山
環
境
は
、
大
正
十
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
常
願
寺
川
流

域
に
お
け
る
富
山
県
主
導
に
よ
る
水
力
発
電
事
業
の
付
帯
事
業
と
連
動
し
て

変
容
す
る
。
県
営
水
力
事
業
に
つ
い
て
は
す
で
に
『
富
山
県
史
』
を
は
じ
め

と
す
る
自
治
体
史
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る（
３
）。
さ
ら
に
大
正
期
の
立

山
登
山
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
高
岡
陽
一
氏
に
よ
る
研
究
成
果
が
あ
る（
４
）。

史
料
紹
介
及
び
内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
、
そ
れ
ら
諸
先
学
の
研
究
成
果
に

拠
り
な
が
ら
、
大
正
期
の
立
山
登
山
環
境
の
状
況
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
動
き

に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

常
願
寺
川
水
系
の
県
営
水
力
発
電
事
業
の
提
案
は
、
第
十
七
代
富
山
県
知

事
・
東
園
基
光
が
招
集
し
た
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
二
十
六
日
の
臨

時
県
会
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
先
二
月
十
七
日
の
議
案
説
明
の
な
か
で
東
園

知
事
は
「
付
帯
事
業
ト
シ
テ
、
富
山
市
ヨ
リ
上
瀧
ヲ
経
て
藤
橋
ニ
至
ル
十
七

哩
半
ノ
間
ニ
電
気
軌
道
を
敷
設
シ
、
工
事
用
及
ビ
登
山
遊
覧
用
ニ
充
テ
、
且

立
山
及
ビ
黑
部
峡
谷
ヲ
天
下
ニ
紹
介
ス
ル
ノ
設
備
ヲ
為
ス
。
此
ノ
結
果
ハ
多

数
ノ
県
外
人
ヲ
招
来
シ
テ
学
界
及
ビ
地
方
ニ
尠
カ
ラ
ザ
ル
利
益
ヲ
与
ヘ
ル
ト

思
ハ
ル
」
と
述
べ
、
立
山
及
び
黑
部
峡
谷
の
観
光
資
源
の
活
用
を
県
が
推
進

し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
る（
５
）。

　

県
営
水
力
発
電
事
業
の
付
帯
事
業
で
あ
る
県
営
鉄
道
延
線
の
経
緯
に
つ
い

て
は
『
大
衆
、
山
へ
―
大
正
期
登
山
ブ
ー
ム
と
立
山
―
』
及
び
同
書
掲
載
の

年
表
に
詳
し
い（
６
）。
以
下
、
同
年
表
に
拠
り
な
が
ら
、
立
山
山
麓
に
お
け

る
鉄
道
延
線
に
つ
い
て
時
系
列
的
に
簡
述
す
る
。

　

富
山
県
営
鉄
道
は
、大
正
十
年
四
月
、南
富
山
―
上
滝
間（
一
〇
．
〇
ｋ
ｍ
、

蒸
気
鉄
道
）、
同
年
八
月
、
上
滝
―
岩
峅
寺
間
（
二
．
三
ｋ
ｍ
）、
同
年
十

月
、
岩
峅
寺
―
横
江
間
（
三
．
九
ｋ
ｍ
）
を
開
通
さ
せ
、
さ
ら
に
大
正
十
二

年
四
月
に
横
江
―
千
垣
間
三
．
三
ｋ
ｍ
）
を
開
通
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道

は
、
第
一
次
水
力
事
業
と
し
て
大
正
十
年
十
一
月
に
起
工
さ
れ
た
上
滝
・
松

ノ
木
・
中
地
山
各
発
電
所
の
建
設
用
資
材
の
輸
送
に
使
わ
れ
た
が
、
同
時
に
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二

立
山
登
山
者
の
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
。

　

富
山
県
営
鉄
道
の
整
備
に
先
立
っ
て
、
大
正
二
年
四
月
の
北
陸
線
全
線
開

通
に
と
も
な
い
、
立
山
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
は
、
同
年
六
月
に
滑
川
―
五
百

石
間
（
一
四
．
二
ｋ
ｍ
）
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
立
山
鉄
道
株
式
会

社
（
大
正
六
年
に
立
山
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
を
改
称
）
は
、
大
正
十
年
三
月

に
五
百
石
―
立
山
（
現
岩
峅
寺
）
間
（
六
．
九
ｋ
ｍ
）
を
開
通
さ
せ
た
。
大

正
十
年
九
月
に
は
富
山
県
営
鉄
道
と
立
山
鉄
道
の
連
絡
切
符
が
販
売
さ
れ
、

相
互
利
用
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

　

大
正
期
に
は
、
立
山
山
麓
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
こ
れ
ら
鉄
道
の
整
備
に
よ
っ

て
容
易
と
な
る
。
大
正
十
二
年
、
千
垣
ま
で
の
延
線
に
よ
り
立
山
登
山
者
が

富
山
駅
あ
る
い
は
滑
川
駅
か
ら
鉄
道
と
徒
歩
に
よ
り
一
日
足
ら
ず
で
藤
橋
ま

で
行
き
、藤
橋
ホ
テ
ル
や
杉
田
藤
橋
小
屋
に
宿
泊
し
、日
程
的
に
余
裕
を
も
っ

て
立
山
登
山
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
山
麓
の
芦
峅
寺
と

岩
峅
寺
（
江
戸
時
代
に
宿
坊
と
し
て
隆
盛
し
た
）
に
あ
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊

す
る
必
要
性
は
低
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
富
山
県
内
で
立
山
に
関
す
る
案
内
書
の
出
版
、
山
岳
会
の
結
成
な

ど
の
動
き
が
活
発
化
す
る
の
も
大
正
期
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
、浅
地
倫『
立

山
權
現
』（
明
治
三
十
六
年
）、
大
井
信
勝
（
冷
光
）『
立
山
案
内
』（
明
治

四
十
一
年
）
が
個
人
の
著
作
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
明
治
後
期
か
ら
県
内
で

立
山
案
内
書
出
版
の
動
き
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
。

　

続
く
大
正
期
の
案
内
書
に
は
、
ま
ず
大
正
四
年
結
成
の
立
山
登
山
会
が
刊

行
し
た
鶴
見
立
吉
編
『
立
山
』
が
あ
る
。
立
山
登
山
会
の
詳
細
な
活
動
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
会
則
に
「
日
本
三
大
山
峯
の
一
た
る
立
山
登

山
を
鼓
吹
し
、
立
山
に
関
す
る
有
ら
ゆ
る
研
究
を
為
す
を
以
て
目
標
と
す
」

と
あ
る（
７
）。
同
年
、
大
井
信
勝
は
、
立
山
開
山
の
佐
伯
有
頼
像
の
建
設
を

目
的
と
す
る
「
有
頼
會
」
を
設
立
し
た
。
小
柴
直
矩
『
最
新
立
山
案
内
』（
大

正
七
年
）
が
刊
行
さ
れ
、大
正
十
年
七
月
に
は
越
中
山
岳
会
が
設
立
さ
れ
た
。

さ
ら
に
富
山
県
教
育
会
『
立
山
概
観
』（
大
正
十
一
年
）、
吉
沢
庄
作
『
立
山

遊
覧
』（
大
正
十
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
正
十
四
年
に
は
横
江
―
千
垣

間
の
鉄
道
開
通
に
お
い
て
県
電
気
局
が
『
立
山
の
み
ち
し
る
べ
』
を
発
行
し
、

鉄
道
利
用
の
立
山
登
山
を
推
奨
す
る
。
そ
し
て
吉
沢
庄
作
『
立
山
』（
北
陸

出
版
社
、
大
正
十
四
年
）
は
、
大
正
期
に
お
け
る
富
山
県
内
に
お
け
る
立
山

案
内
書
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
、
県
外
で
も
立
山
の
魅
力
は
刊
本
で
紹
介
さ
れ
、
明
治
期
に

は
志
賀
重
昴
『
日
本
風
景
論
』（
明
治
二
十
七
年
）
を
筆
頭
に
、
高
頭
式
編

『
日
本
山
嶽
志
』（
明
治
三
十
九
年
）、
小
島
烏
水
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』（
明
治

四
十
三
年
）
が
知
ら
れ
る
。
大
正
期
に
は
矢
澤
米
三
郎
・
河
野
齢
蔵
『
日
本

ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
』（
大
正
五
年
）、
田
部
重
治
『
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父

巡
禮
』（
大
正
八
年
）、鉄
道
省
『
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
』（
大
正
十
三
年
）

が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
「
日
本
ア

ル
プ
ス
」
の
一
部
と
し
て
立
山
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
刺
激

を
受
け
る
か
の
よ
う
に
、
富
山
県
内
で
は
立
山
エ
リ
ア
に
特
化
し
た
案
内
書

が
、
県
電
気
局
や
個
人
名
で
次
々
に
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
明
治
後
期
か
ら
大
正
中
期
の
動
き
の
中
に
あ
っ
て
、
立

山
を
と
り
ま
く
登
山
環
境
は
決
し
て
良
好
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
四
十
二
年
に
は
「
富
山
日
報
」
に
大
井
が
「
天
の
一
方
よ
り
」
と
題
し
、

室
堂
に
置
か
れ
た
立
山
接
待
所
の
状
況
や
立
山
登
山
環
境
な
ど
に
関
す
る
報

告
記
事
を
掲
載
し
た（
８
）。
そ
の
記
事
の
な
か
で
、
大
井
は
主
観
的
な
主
張

も
含
み
つ
つ
も
、
立
山
登
山
環
境
を
記
者
の
目
で
冷
静
に
分
析
し
、
不
備
な

点
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
大
正
五
年
に
は
、
東
京
神
道
立
山
講
社
が
『
立
山
登
山
設
備
案
』

と
い
う
小
冊
子
を
刊
行
し
て
い
る（
９
）。
東
京
神
道
立
山
講
社
は
、
芦
峅
寺

教
蔵
坊
出
身
の
佐
伯
茂
治
が
東
京
で
設
立
し
た
神
道
教
会
で
、
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
在
京
富
山
県
人
に
帰
郷
を
兼
ね
た
立
山
登
山
を
奨
励
し
て
い

た
。
こ
の
小
冊
子
で
立
山
登
山
の
便
宜
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
登
山
設

備
の
充
実
等
を
提
言
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
弥
陀
ヶ
原
に
講
社
所
属
員
の
休
泊
所
を
設
置
し
、
強

力
（
荷
物
運
搬
者
）
の
雇
い
入
れ
や
物
資
供
給
の
便
宜
を
図
る
こ
と
、
②
一

ノ
越
に
避
難
の
た
め
の
石
室
を
設
置
す
る
こ
と
、
③
講
社
員
が
登
山
途
中
で

病
気
や
天
災
な
ど
に
見
舞
わ
れ
追
加
費
用
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
は
費
用
を

講
社
が
立
て
替
え
る
、
④
登
山
途
中
で
強
力
や
道
案
内
の
機
関
を
設
け
、
賃

金
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。『
立
山
登
山
設
備
案
』
を
見
る
限
り
で
は
、

大
正
五
年
段
階
で
は
室
堂
の
他
に
宿
泊
・
避
難
で
き
る
建
物
が
な
く
、
藤
橋

か
ら
室
堂
間
、
室
堂
か
ら
山
頂
間
は
基
本
的
に
野
営
で
あ
り
、
登
山
の
安
全

性
の
確
保
が
早
急
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

か
よ
う
な
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
ま
で
の
立
山
登
山
設
備
状
況
が
改
善
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に
向
か
う
の
は
、
皇
族
の
立
山
登
山
前
後
に
お
け
る
富
山
県
当
局
及
び
芦
峅

寺
住
民
の
対
応
で
あ
っ
た
。
大
正
期
に
は
、東
久
邇
宮
稔
彦
王
（
大
正
八
年
）

が
立
山
、
朝
香
宮
鳩
彦
王
（
大
正
十
年
）
が
立
山
と
剱
岳
、
秩
父
宮
雍
仁
王

（
大
正
十
三
年
）
が
積
雪
期
の
立
山
、
竹
田
宮
恒
徳
王
と
北
白
川
宮
永
久
王

（
大
正
十
五
年
）
が
剱
岳
と
立
山
に
そ
れ
ぞ
れ
登
頂
し
て
お
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
『
宮
様
、山
へ
―
大
正
期
登
山
ブ
ー
ム
の
な
か
の
皇
族
登
山
―
』

に
詳
し
い（
）。
以
下
、
同
書
の
研
究
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、
皇
族
の
立
山

登
山
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
登
山
環
境
に
つ
い
て
時
系
列
的
に
列
挙
し
よ
う
。

　

皇
族
に
よ
る
立
山
登
山
の
嚆
矢
は
、
大
正
八
年
の
東
久
邇
宮
稔
彦
王
と
い

わ
れ
、
そ
の
行
程
・
実
態
の
記
録
に
つ
い
て
は
高
岡
新
報
記
者
・
坂
口
弩
水

に
よ
る
九
回
の
随
伴
記
事
が
あ
る（
）。
ま
た
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期

に
い
た
る
ま
で
の
芦
峅
寺
一
山
組
織
の
記
録
で
あ
る
「
一
山
社
年
中
議
事

録
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
年
の
大
正
七
年
六
月
二
十
一
日
の
日
録
に
「
東
久

邇
宮
殿
下
御
登
山
ニ
付
道
路
改
修
ノ
件
協
議
ス
」
と
あ
り
、
皇
族
の
受
け
入

れ
に
際
し
て
、
地
元
芦
峅
寺
・
岩
峅
寺
で
は
登
山
道
の
修
繕
が
問
題
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
）。
大
正
八
年
夏
に
向
け
て
両
峅
が
い
か
な

る
道
路
修
繕
に
着
手
し
た
の
か
は
史
料
に
見
え
ず
判
然
と
し
な
い
が
、
大
正

六
・
七
年
に
は
新
道
の
道
刈
、
大
正
七
年
六
月
に
は
道
路
改
修
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る（
）。
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
の
範
囲
を
拡
大
し
た
道

刈
は
行
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
大
規
模
な
修
繕
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
証
左
に
登
山
後
、
東
久
邇
宮
稔
彦
王
が
感
想

と
し
て
早
急
な
立
山
登
山
道
整
備
の
必
要
性
を
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
随

行
し
た
金
井
事
務
官
が
補
足
と
し
て
各
所
に
石
室
設
置
の
必
要
性
に
言
及
し

て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
富
山
県
当
局
は
登
山
道
と
避
難
所
の
整
備
を
重
要

な
課
題
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
る
に
、
大
正
十
年
、
朝
香
宮
鳩
彦
王
の
剱
岳
・
立
山
登
山
に
随
伴
し

た
富
山
県
の
近
藤
技
師
が
登
山
後
に
石
室
の
増
設
を
求
め
て
い
る
。
大
正
十

年
八
月
十
日
付
「
北
陸
タ
イ
ム
ス
」
で
は
、
長
野
県
と
比
較
し
て
富
山
県
は

登
山
設
備
が
遅
れ
て
お
り
、
登
山
案
内
人
の
養
成
や
登
山
道
の
修
繕
、
避
難

の
た
め
の
石
室
や
小
屋
の
設
置
、
登
山
者
へ
の
物
資
補
給
体
制
も
整
え
る
必

要
性
を
報
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
大
正
十
年
段
階
に
お
い
て
も
登
山
環
境
の

整
備
は
進
ん
で
い
な
い
と
み
て
よ
い
。

　

さ
て
、
大
正
期
に
は
立
山
の
山
案
内
人
組
織
も
改
組
さ
れ
た
。
安
田
良
栄

氏
に
よ
る
「
立
山
中
語
人
夫
同
盟
規
約
」
の
分
析
に
拠
れ
ば
、
立
山
の
山
案

内
人
で
あ
る
「
中
語
」
が
規
定
の
も
と
で
組
織
化
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
八

年
か
ら
明
治
三
十
年
七
月
の
間
で
あ
る
。
本
規
約
の
制
定
・
施
行
に
よ
り
中

語
の
人
員
は
芦
峅
八
十
人
、
岩
峅・宮
路
四
十
人
、
上
滝
三
十
人
に
制
限
さ
れ
、

県
社
雄
山
神
社
社
務
所
の
管
理
下
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
）。

　

た
だ
し
、
大
正
十
年
七
月
十
六
日
付
「
富
山
日
報
」
記
事
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
中
語
が
不
当
利
益
を
求
め
る
こ
と
が
常
態
化
す
る
な
か
で
登
山
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
大
正
十
年
七
月
二
十
一
日
に
富

山
県
令
第
六
十
三
号
「
山
嶽
、
河
川
、
道
路
案
内
業
取
締
規
則
」
が
発
布
・

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
に
よ
り
山
案
内
業
は
所
管
警
察
署
長
の
許
可
が
必

要
と
な
っ
た
。
加
え
て
入
林
に
は
営
林
署
長
の
許
可
も
必
要
と
な
る
。
こ
れ

を
う
け
て
「
立
山
中
語
人
夫
同
盟
」
は
改
組
さ
れ
、
芦
峅
寺
に
同
年
「
立
山

案
内
人
組
合
」（
初
代
組
合
長
・
佐
伯
平
蔵
）
が
発
足
し
、
翌
年
夏
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
先
立
っ
て
同
年
七
月
九
日
に
は「
越
中
山
岳
會
」

が
発
足
し
て
い
る
。「
富
山
ス
キ
ー
倶
楽
部
」
の
発
足
も
大
正
十
年
で
あ
る
。

　

か
か
る
状
況
の
な
か
で
大
正
十
二
年
一
月
、「
松
尾
峠
遭
難
」
で
遭
難
者

の
一
人
で
あ
っ
た
板
倉
勝
宣
が
凍
死
す
る
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
故
を
教

訓
と
し
て
、
大
正
十
二
年
三
月
十
八
日
付
「
富
山
新
報
」
記
事
に
よ
れ
ば
、

県
当
局
が
芦
峅
寺
一
山
会
に
働
き
か
け
、
ブ
ナ
坂
に
避
難
所
、
弘
法
茶
屋
に

宿
泊
所
、
追
分
・
鏡
石
に
避
難
所
、
五
色
ヶ
原
に
宿
泊
所
を
整
備
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
。

　

大
正
十
二
年
六
月
、
秩
父
宮
雍
仁
王
の
立
山
登
山
計
画
が
発
表
さ
れ
た

が
、
翌
大
正
十
三
年
に
延
期
と
な
る
。
そ
こ
で
十
三
年
春
に
は
富
山
電
気
局

が
登
山
道
の
整
備
と
山
小
屋
の
破
損
箇
所
の
修
繕
を
進
め
て
い
る
。
同
年
に

は
営
林
署
が
称
名
坂
（
現
在
の
八
郎
坂
）
の
開
削
を
開
始
し
て
い
る
。
同
年

五
月
、
秩
父
宮
雍
仁
王
が
ス
キ
ー
を
使
っ
て
皇
族
初
の
積
雪
期
立
山
登
山
を

果
た
し
た
。
こ
の
立
山
ス
キ
ー
登
山
は
県
内
各
地
で
映
画
と
し
て
上
映
さ

れ
、
い
ず
れ
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
な
お
、
秩
父
宮
雍
仁
王
は
、
弘
法
茶
屋
、

室
堂
、
藤
橋
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
。

　

大
正
十
三
年
十
一
月
に
は
、
摂
政
宮
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
陸
軍
大
演
習

統
監
の
た
め
行
啓
し
、
小
矢
部
市
埴
生
野
で
見
た
立
山
連
峰
の
景
観
に
感
動

し
、
翌
年
の
歌
会
始
で
「
山
色
連
天
」
の
題
の
も
と
一
首
を
詠
ま
れ
た
。

　

大
正
十
四
年
発
刊
の
吉
沢
庄
作
『
立
山
』
所
収
の
「
立
山
連
峰
避
難
小
屋
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位
置
并
設
備
（
地
圖
参
照
）」
に
拠
れ
ば
、
藤
橋
か
ら
材
木
坂
を
経
て
室
堂

に
至
る
い
わ
ゆ
る
「
立
山
本
道
」
に
は
、
ブ
ナ
坂
茶
屋
（
建
物
構
造
・
掛
小

屋
、
収
容
定
員
・
二
十
五
人
、
建
設
者
・
個
人
）、
ブ
ナ
小
屋
（
二
階
木
造
、

十
五
人
、
県
）、
桑
谷
小
屋
（
掛
小
屋
、
二
十
人
位
、
個
人
）、
弘
法
小
屋
（
二

階
木
造
、
十
八
坪
、
学
習
院
学
生
寄
附
）、
追
分
小
屋
（
平
屋
木
造
、
二
十
人
、

大
阪
朝
日
社
寄
附
）、
鏡
石
小
屋
（
石
室
、
二
十
人
、
富
山
蓮
沼
寄
附
）、
室

堂
（
平
屋
木
造
、
百
七
十
人
、
元
加
賀
藩
）
の
七
箇
所
に
小
屋
が
あ
っ
た
。

他
に
「
剣
ノ
小
屋
」「
五
色
小
屋
」「
平
ノ
小
屋
」「
真
川
小
屋
」「
上
ノ
岳
小

屋
」
が
あ
る（
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
正
十
二
年
一
月
の
「
松
尾
峠
遭
難
」
に
端
を
発
す
る
山

中
整
備
計
画
、
さ
ら
に
有
志
に
よ
る
避
難
所
の
寄
付
、
大
正
十
三
年
五
月
の

秩
父
宮
登
山
前
後
に
お
け
る
県
当
局
と
地
元
住
民
に
よ
る
登
山
道
と
山
小
屋

の
整
備
が
、
登
山
者
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
正

十
五
年
六
月
二
十
三
日
付
「
富
山
日
報
」
記
事
で
は
「
登
山
設
備
は
、
こ
こ

二
、三
年
間
は
全
く
面
目
を
一
新
し
、
山
岳
至
る
処
に
宿
泊
小
屋
は
建
設
さ

れ
、
登
山
路
、
縦
走
路
も
至
る
と
こ
ろ
に
開
拓
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
記

事
を
見
る
限
り
、
大
正
十
五
年
段
階
に
は
、
登
山
路
と
宿
泊
可
能
な
小
屋
の

整
備
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、記
事
中
の
「
縦
走
路
」
と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
に
は
禅
定
登
拝
の
た
め
の
「
立
山
本
道
」
が
唯
一
の
山
頂
ま
で
の

登
山
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
立
山
本
道
の
ほ
か
に
、
大
正
十
五
年
段
階
で
は
、

広
範
囲
の
移
動
を
可
能
と
す
る
「
縦
走
路
」
の
開
拓
が
進
ん
で
い
た
と
み
ら

れ
る
。
単
に
立
山
登
山
に
留
ま
ら
な
い
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
と
い
う
広
大
な

エ
リ
ア
に
お
け
る
大
衆
登
山
を
県
当
局
が
推
進
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ

ろ
う
。
筆
者
は
、立
山
を
含
め
た
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
の
登
山
環
境
の
整
備
・

改
善
と
、
大
正
後
期
か
ら
始
ま
る
国
立
公
園
制
定
の
動
き
は
相
関
的
関
係
を

も
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　

大
正
十
五
年
八
月
に
は
、
竹
田
宮
恒
徳
王
と
北
白
川
宮
永
久
王
が
剱
岳
と

立
山
に
登
頂
を
果
た
す
。
竹
田
宮
・
北
白
川
宮
は
、
立
山
本
道
を
芦
峅
―
藤

橋
―
ブ
ナ
小
屋
―
桑
谷
（
小
屋
使
用
は
不
明
）
―
弘
法
茶
屋
―
追
分
茶
屋
―

室
堂
の
測
候
所
で
休
憩
・
宿
泊
し
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
五
月
、
立
山
保

勝
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
設
立
の
経
緯
と
事
業
計
画
を
検
討

す
る
。

二
、
立
山
保
勝
会
の
設
立
と
事
業
計
画

　

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、【
史
料
一
】「
立
山
保
勝
会
計
画
書
」
と
【
史
料

二
】「
立
山
保
勝
会
発
起
人
会
綴
」
の
二
つ
の
史
料
で
あ
る
（
資
料
名
称
は

資
料
目
録
に
依
拠
）。

　
【
史
料
一
】
は
、
う
な
づ
き
友
学
館
（
黒
部
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）
所
蔵

「
吉
沢
庄
作
資
料
」（
目
録
番
号
３
―
３
４
）
所
収
の
印
刷
物
綴
（
一
部
ホ
ッ

チ
キ
ス
止
め
）
で
あ
る
。【
史
料
二
】
は
立
山
町
郷
土
資
料
館
寄
託
「
宮
路

金
山
家
文
書
」（
目
録
番
号
５
５
７
８
）
所
収
の
袋
綴
で
あ
る
。
史
料
翻
刻

文
は
本
文
末
に
示
し
た
。

　

さ
て
【
史
料
一
】
に
は
年
月
日
の
記
載
が
見
当
た
ら
ず
、【
史
料
二
】
に

は
立
山
保
勝
会
の
発
起
人
会
の
開
催
が
「
五
月
五
日
午
前
十
時
」
と
あ
る
が
、

年
記
載
が
な
い
。
た
だ
し
、【
史
料
二
】
に
は
、
富
山
県
知
事
・
岡
正
雄
が

発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
金
山
従
革
に
宛
て
た
礼
状
（
一
紙
）
が
別
に
添
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
礼
状
は
発
起
人
承
諾
の
御
礼
と
五
月
五
日
の
発
起
人
会

の
終
了
報
告
を
兼
ね
て
お
り
、
礼
状
の
日
付
が
「
大
正
十
五
年
五
月
六
日
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
山
保
勝
会
の
発
起
人
会
が
大
正
十
五
年
五
月
五
日
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
年
月
日
を
も
っ
て
当
会
が
発
足
し
て
も

の
と
み
て
よ
い
。

　

立
山
保
勝
会
発
起
人
会
は
、
岡
正
雄
知
事
が
郡
・
市
か
ら
発
起
人
を
集
め
、

県
会
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
発
起
人
は
、
上
新
川
郡
・
金
岡
又
左
衛
門
、

池
上
健
次
、
中
新
川
郡
・
金
山
従
革
、
佐
伯
静
、
下
新
川
郡
・
寺
島
権
蔵
、

米
澤
元
健
、
婦
負
郡
・
石
原
正
太
郎
、
射
水
郡
・
橘
林
太
郎
、
氷
見
郡
・
廣

瀬
鎮
之
、
東
砺
波
郡
・
根
尾
宗
四
郎
、
西
砺
波
郡
・
北
夫
一
郎
、
富
山
市
・

大
間
知
圓
兵
衛
、
高
岡
市
・
木
津
太
郎
平
、
高
岡
営
林
署
長
・
上
田
惣
市
、

三
村
上
新
川
郡
長
、
家
森
中
新
川
郡
長
、
埴
生
下
新
川
郡
長
、
三
由
婦
負
郡

長
、
矢
郷
射
水
郡
長
、
村
田
氷
見
郡
長
、
中
田
東
砺
波
郡
長
、
金
尾
西
砺
波

郡
長
、
牧
野
富
山
市
長
、
高
岡
市
長
の
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。

　

発
起
人
会
で
は
、
県
当
局
か
ら
示
さ
れ
た
会
則
案
、
事
業
計
画
案
、
寄
附

金
募
集
方
法
案
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
案
は
前
年
の
大
正
十
四
年
か
ら

岡
知
事
の
指
示
で
内
容
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
大
正
十
四
年
十
月
五
日
発
行
の
日
本
庭
園
協
会
の
雑
誌
『
庭

園
』
に
「
時
報　

立
山
保
勝
会
の
計
画
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
な
弥
陀
ヶ
原

の
開
発
計
画
案
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（
）。
立
山
開
発
史
に
お
い
て
重
要
な
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論
点
を
含
む
と
思
わ
れ
る
の
で
、
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

　
「
岡
富
山
県
知
事
が
斡
旋
せ
る
立
山
保
勝
會
の
事
計
画
に
つ
き
、
二
十
八

日
保
勝
會
関
係
者
が
県
庁
で
会
合
協
議
し
た
結
果
、
左
の
如
き
大
体
案
が
決

定
し
た
。
ま
ず
雄
山
神
社
を
国
弊
中
社
に
昇
格
し
そ
の
社
務
所
を
藤
橋
に
置

く
こ
と
、
彌
弥
陀
ヶ
原
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
追
分
附
近
に
本

館
を
設
置
し
寶
童
（
マ
マ
）
附
近
に
別
館
を
設
け
、
地
獄
谷
よ
り
本
館
に
引

湯
し
温
泉
を
経
営
し
、
用
水
は
媼
谷
方
面
よ
り
引
く
こ
と
、
彌
陀
ケ
原
に
常

設
気
象
観
測
所
を
設
け
て
寶
堂
観
測
所
の
運
用
を
兼
掌
し
、
藤
橋
に
温
泉
を

経
営
し
、
そ
の
湯
は
立
山
温
泉
ま
た
は
地
獄
谷
か
ら
こ
れ
を
引
き
、
藤
橋
稱

名
瀑
間
二
里
の
間
を
自
動
車
道
路
と
な
し
、
千
垣
藤
橋
間
の
鉄
道
を
延
長
し

て
、
稱
名
峡
、
彌
陀
ケ
原
に
索
道
鉄
道
を
建
設
し
、
稱
名
瀑
附
近
と
鍋
禿
杉

間
五
百
米
登
高
の
用
に
供
し
、
な
お
彌
陀
ケ
原
寶
堂
高
原
間
に
自
動
車
道
路

を
開
鑿
し
、
索
道
鉄
道
の
終
点
か
ら
寶
堂
に
至
る
登
山
の
便
を
は
か
る
。」

　

こ
の
計
画
で
は
鉄
道
、
自
動
車
道
、
索
道
鉄
道
（
ケ
ー
ブ
ル
）
を
組
み
合

わ
せ
、
室
堂
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、
大
量
輸
送
に
よ
る
山
岳
観
光

地
を
め
ざ
し
て
い
る
。
大
正
十
四
年
段
階
で
称
名
峡
―
弥
陀
ヶ
原
間
の
索
道

鉄
道
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
こ
の
大
規

模
な
計
画
の
実
現
に
は
時
間
が
要
す
る
こ
と
、
開
発
と
自
然
保
護
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
を
含
む
こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
山
中
に
お
け
る
宿
舎
の
建
設
、
山

岳
道
路
の
改
修
、
渡
渉
地
・
崩
壊
地
・
険
峻
地
等
の
対
策
な
ど
、
登
山
者
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
短
期
・
中
期
計
画
を
立
案
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
計
画
書
案
の
た
た
き
台
が
、【
史
料
一
】「
立
山
保
勝
会
計
画
書
」
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
計
画
書
案
は
、
故
・
吉
沢
庄
作
の
も
と

で
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
正
十
五
年
の
時
点
で
、吉
沢
庄
作
は
魚
津
中
学
校
（
現
魚
津
高
等
学
校
）

の
博
物
教
師
で
、
富
山
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
委
員
（
大
正
九
年
委

嘱
）
も
務
め
て
い
た
。
大
正
五
年
に
下
新
川
郡
教
育
会
か
ら
小
冊
子
『
黒
部

峡
谷
』
を
刊
行
、
大
正
十
年
に
朝
香
宮
殿
下
の
登
山
に
随
行
し
、
大
正
十
一

年
に
は
下
新
川
郡
役
所
か
ら
小
冊
子
『
黒
部
遊
覧
』（
非
売
品
）
を
刊
行
す

る
な
ど
、
黒
部
峡
谷
に
つ
い
て
広
汎
な
知
識
を
有
し
、
そ
の
紹
介
に
尽
力
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
昭
和
初
年
に
は
黒
部
峡
谷
の
景
観
保
全
と
開
発
を
め

ぐ
っ
て
国
立
公
園
協
会
常
務
理
事
の
田
村
剛
と
幾
度
も
激
論
を
交
わ
し
、
国

立
公
園
に
黒
部
峡
谷
を
組
み
込
む
よ
う
精
力
的
に
働
き
か
け
た
。
さ
ら
に
は

黒
部
保
勝
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
昭
和
七
年
に
黒
部
登
山
案
内
人
組
合
を

発
足
さ
せ
た（
）。

　

立
山
保
勝
会
が
発
足
す
る
以
前
、
吉
沢
が
中
心
と
な
り
大
正
十
一
年
に
す

で
に
黒
部
保
勝
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た（
）。
黒
部
保
勝
会
は
、
大
正
十
二

年
に
は
夏
季
の
登
山
案
内
や
「
黒
部
峡
谷
ヨ
リ
立
山
連
峰
及
白
馬
行
通
概
略

図
」
を
発
行
す
る
な
ど
、
登
山
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て

い
た（
）。
立
山
保
勝
会
の
発
起
人
に
吉
沢
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

事
業
計
画
案
に
黒
部
方
面
の
整
備
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
当

局
が
黒
部
保
勝
会
の
吉
沢
に
意
見
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
。
そ
も
そ
も
立
山
保
勝
会
と
い
う
名
称
自
体
、
先
に
発
足
し
た
黒
部
保
勝

会
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
考
さ
れ
う
る
。
と
す
れ
ば
、【
史
料
一
】は
、

大
正
十
四
年
十
月
以
降
、
立
山
保
勝
会
発
足
の
大
正
十
五
年
五
月
以
前
に
作

成
さ
れ
た
計
画
案
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

先
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、【
史
料
二
】
は
【
史
料
一
】
を
修
正
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
修
正
案
が
県
当
局
か
ら
発
起
人
に
提
案
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
次
に
【
史
料
二
】「
立
山
保
勝
会
発
起
人
会
綴
」
の
内
容
を
見
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

総
則
に
は
、
第
一
條
に
「
本
會
ハ
立
山
連
峯
及
黑
部
峡
谷
ノ
勝
景
ヲ
保
存

シ
並
之
カ
観
光
ノ
便
利
ヲ
圖
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
目
的

と
し
て
立
山
連
峰
と
黒
部
峡
谷
の
景
勝
保
存
と
観
光
開
発
を
対
象
と
す
る
こ

と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
、
さ
ら
に
立
山
保
勝
会
と
は
立
山
連
峰
の
み
を
対
象
と

し
た
会
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
岡
知
事
の
挨
拶
文
に
も
「
立
山
及
人
跡

未
到
ノ
秘
境
ヲ
蔵
セ
ル
黑
部
峡
谷
」「
歴
史
ヲ
有
ス
ル
立
山
ハ
、
黑
部
秘
峡

ト
共
ニ
」「
霊
峰
立
山
及
黑
部
秘
峡
ノ
保
存
」
と
明
ら
か
に
立
山
及
び
黒
部

と
い
う
セ
ッ
ト
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
立
山
観
光
と
黒
部
観
光
は
別
個
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

請
願
活
動
も
別
々
に
行
わ
れ
て
き
た
。
先
に
発
足
し
た
黒
部
保
勝
会
も
黒
部

峡
谷
の
み
を
活
動
の
対
象
と
し
て
い
た
。
先
の
総
則
第
一
條
か
ら
、
立
山
保

勝
会
は
「
立
山
」
と
「
黒
部
」
を
地
域
的
に
結
合
さ
せ
、「
立
山
黒
部
」
と

い
う
新
た
な
枠
組
み
の
も
と
で
景
観
の
保
全
と
山
岳
観
光
を
推
進
す
る
た
め

に
発
足
さ
れ
た
会
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
今
日
使
用
さ
れ
る
「
立

山
黒
部
」
と
い
う
概
念
の
萌
芽
が
ど
こ
ま
で
遡
る
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
瞭
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で
は
な
い
が
、大
正
二
年
一
月
の
吉
沢
庄
作
の
原
稿
「
立
山
及
び
黒
部
峡
谷
」

（

）に
そ
の
概
念
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
い
ま
だ
一

般
県
民
に
は
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
本
会
の
設
立
に
よ
っ
て

「
立
山
黒
部
」
と
い
う
ひ
と
ま
と
り
の
概
念
が
広
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
私
考
さ
れ
よ
う
。

　

総
則
第
四
条
に
は
、
事
業
の
内
容
と
し
て
「
名
勝
記
念
物
の
保
護
と
風
景

の
維
持
」「
道
路
の
改
修
と
維
持
」「
宿
舎
避
難
所
、
指
導
標
等
の
建
設
と
維

持
」「
調
査
研
究
と
宣
伝
」「
そ
の
他
必
要
な
事
項
」
と
定
め
て
い
る
。
事
業

の
最
初
に
「
名
勝
記
念
物
の
保
護
と
風
景
の
維
持
」
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、

黒
部
エ
リ
ア
を
含
め
た
国
立
公
園
化
を
意
識
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
本
会
の

設
立
は
、
国
立
公
園
制
定
に
む
け
た
政
治
的
・
経
済
的
な
動
き
と
軌
を
一
つ

に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
詳
し

く
後
述
す
る
。
な
お
、
第
三
條
で
事
務
所
は
富
山
県
庁
内
に
置
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

基
本
財
産
及
会
計
に
は
、「
本
會
ハ
會
員
ノ
醵
金
及
寄
付
金
ノ
一
部
ヲ
以

テ
基
本
財
産
ヲ
蓄
積
ス
」
と
あ
る
。
総
則
第
四
条
に
あ
る
事
業
を
会
員
や
有

志
の
寄
付
金
、
公
共
団
体
の
補
助
金
を
中
心
に
運
営
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
が
、
要
す
る
に
会
長
は
県
知
事
で
あ
る
が
、
県
財
政
で
運
営
す
る
の
で
は

な
く
、
財
団
法
人
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
「
募
集

金
」
の
見
込
み
額
を
総
額
一
万
円
と
し
、
そ
の
内
訳
と
し
て
六
万
五
千
円
を

会
社
及
県
外
に
、
四
万
五
千
円
を
県
内
に
求
め
、
県
内
分
は
郡
・
市
別
に
割

り
当
て
を
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
寄
付
金
募
集
と
い
う
背
景
に
は
、
大
正
後
期
に
お
け
る
県
財
政
の
逼

迫
状
況
が
あ
る
と
み
ら
れ
る（
）。
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
地
方
財
政
の

窮
迫
、
さ
ら
に
は
物
価
上
昇
と
財
政
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
大
正
九

年
、
国
税
付
加
税
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
県
の
税
収
入
は
大
き
く
伸
び

る
が
、
そ
れ
を
上
回
る
財
政
支
出
の
急
増
（
県
営
発
電
事
業
、
県
道
整
備
、

教
育
関
係
費
な
ど
）
に
追
い
つ
け
ず
、
県
財
政
は
好
転
で
き
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
財
政
状
況
の
も
と
で
、
立
山
連
邦
及
び
黒
部
峡
谷
と
い
う
広
大
な
エ

リ
ア
の
事
業
を
民
間
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
打
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
県
当
局
に
と
っ
て
立
山
黒
部
の
保
全
と
開
発
は
急

務
の
課
題
で
あ
り
、
県
全
体
で
「
官
民
一
体
」
の
取
り
組
み
を
創
出
し
、
立

山
黒
部
エ
リ
ア
の
国
立
公
園
化
に
む
け
た
県
全
体
の
機
運
向
上
を
図
る
施
策

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

　

施
設
事
業
計
画
大
要
を
見
る
と
、
立
山
黒
部
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
、
第
一

に
十
一
箇
所
の
新
た
な
宿
舎
の
建
設
、
第
二
に
山
岳
道
路
の
改
修
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
剱
岳
は
現
状
維
持
と
し
、
剱
沢
と
真
砂
子
沢
に
宿
舎
を
建
設

す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
危
険
箇
所
の
対
応

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
建
設
・
改
修
の
期
限
は
特
に
定
め
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
寄
付
金
の
締
め
切
り
期
限
以
後
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

次
に
、
立
山
黒
部
に
関
わ
る
参
考
品
を
陳
列
す
る
た
め
の
「
山
岳
館
」
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
自
然
標
本
、
調
査
書
、
紀
念
物
、
登
山
調
度
品
、

写
真
、
絵
画
、
詩
歌
、
文
章
等
の
幅
広
い
参
考
品
の
展
示
を
掲
げ
て
お
り
、

か
よ
う
な
山
岳
系
博
物
館
の
建
設
が
、
大
正
十
五
年
段
階
で
す
で
に
県
主
導

で
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
立
山
黒
部
エ
リ
ア
を
対
象
と
す
る
図
書
の
発
行
、
天
幕
の
備
え

付
け
、
調
査
研
究
、
登
山
の
宣
伝
・
紹
介
も
計
画
さ
れ
、
登
山
者
の
た
め
の

情
報
提
供
、
山
岳
へ
の
興
味
関
心
の
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
、
国
立
公
園
設
立
の
動
き
と
「
立
山
黒
部
」
の
観
光
開
発

　

立
山
保
勝
会
が
成
立
さ
れ
た
大
正
十
五
年
を
日
本
に
お
け
る
国
立
公
園
の

形
成
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
大
正
十
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
内
務

省
の
国
立
公
園
候
補
地
調
査
が
経
済
界
の
不
況
も
相
俟
っ
て
一
段
落
し
、
政

府
に
お
け
る
国
立
公
園
制
定
の
議
論
も
停
滞
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　

国
立
公
園
成
立
史
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
丸
山
宏
氏（
）、
村
串

仁
三
郎
氏（
）に
よ
る
重
厚
な
研
究
成
果
が
あ
る
。
筆
者
は
、
先
述
の
通
り
、

立
山
保
勝
会
の
設
立
は
大
正
期
の
登
山
者
増
加
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
国

立
公
園
指
定
に
む
け
て
の
政
治
的
・
経
済
的
な
動
き
と
連
動
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
先
学
の
成
果
に
拠
り
、
大
正
期
に
お
け
る
国

立
公
園
成
立
史
を
概
観
し
つ
つ
、
大
正
十
五
年
の
立
山
保
勝
会
設
立
の
問
題

に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

日
本
に
お
け
る
国
立
公
園
設
立
の
論
議
は
明
治
四
十
四
年
の
国
会
で
の
議

論
か
ら
し
ば
ら
く
停
滞
し
て
い
た
が
、
大
正
五
年
四
月
、
原
敬
内
閣
は
内
閣

付
属
の
経
済
調
査
会
を
設
置
し
、
同
年
九
月
に
調
査
会
が
富
士
箱
根
や
瀬
戸
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内
海
に
国
立
公
園
を
設
け
、
外
国
人
を
招
聘
し
て
外
貨
を
稼
ご
う
と
す
る

政
策
を
提
起
し
、
こ
こ
か
ら
活
発
な
議
論
が
再
開
す
る
。
た
だ
し
、
明
治

四
十
四
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
が
設
立
さ
れ
、
史
蹟
・
名
勝

の
保
護
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
日
光
山
の
自
然
保
護
と
国
立
公

園
指
定
の
議
論
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
内
務
省
衛
生
局
保
健
課
は
大
正
五
年
に
保
健
衛
生
調
査
会
を
組
織

し
、「
国
民
の
健
康
増
進
」
を
目
的
と
す
る
積
極
的
な
保
健
行
政
を
展
開
し

て
い
く
。
こ
の
内
務
省
衛
生
局
保
健
課
の
新
た
な
考
え
方
は
、
名
勝
地
・
大

自
然
を
開
発
し
て
国
民
の
健
康
増
進
を
は
か
る
と
い
う
先
の
国
立
公
園
論
に

合
致
し
て
い
た
。
こ
れ
を
う
け
て
内
務
省
は
、
大
正
六
年
、
山
梨
県
及
び
山

林
局
と
協
力
し
、
富
士
山
北
麓
地
域
の
調
査
を
行
う
。
そ
こ
で
ま
と
め
ら
れ

た
「
富
士
北
麓
林
業
ニ
関
ス
ル
調
書
」
で
は
造
園
学
者
・
田
村
剛
ら
が
自
然

保
護
を
重
視
し
た
観
光
開
発
計
画
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
大
正
七
年
、
本
多
静
六
は
日
本
庭
園
協
会
を
創
設
し
、
名
勝
地
等

の
開
発
を
認
め
、
国
民
の
利
用
を
め
ざ
し
た
国
立
公
園
を
設
立
し
よ
う
と
運

動
を
始
め
る
。
先
の
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
が
会
誌
『
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
』（
大
正
三
年
刊
）
で
自
然
保
護
を
訴
え
、
そ
れ
に
対
抗
し
て

日
本
庭
園
協
会
が
会
誌
『
庭
園
』
で
開
発
を
前
提
と
す
る
造
園
論
を
主
張
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
は
、
自
然

の
調
査
と
保
護
運
動
を
進
め
な
が
ら
、
大
正
八
年
四
月
に
「
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
保
存
法
」
を
制
定
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
の
法
律
に
よ
り
内

務
大
臣
を
会
長
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
が
組
織
さ
れ
、
各
県
に
設

立
さ
れ
た
調
査
会
が
自
然
保
護
の
た
め
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
正
期
に
は
、
国
立
公
園
制
定
に
む
け
た
動
き
が
活
発
化

し
、
一
つ
に
は
内
務
省
衛
生
局
保
健
課
と
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
日
本
庭
園

協
会
（
＝
保
護
を
前
提
と
す
る
開
発
推
進
）、
い
ま
一
つ
に
内
務
省
官
房
地

理
課
と
史
蹟
名
勝
天
然
物
調
査
会
、
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
保
存
協
会
（
＝
保
護
優
先
、
開
発
反
対
）
が
対
峙
す
る
と
い
う
構
図

が
出
来
上
が
る
。
そ
し
て
内
務
省
の
国
立
公
園
候
補
地
調
査
は
、
そ
の
二
つ

の
流
派
の
競
合
に
よ
っ
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
当
初

か
ら
矛
盾
を
内
包
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

大
正
五
年
の
提
言
を
う
け
て
、
大
正
九
年
頃
か
ら
国
立
公
園
制
定
の
準
備

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
、
内
務
省
官
房
地
理
課
は
大
正
九
年
か

ら
、
内
務
省
衛
生
局
保
健
課
は
大
正
十
年
か
ら
国
立
公
園
候
補
地
の
調
査
を

開
始
し
た
。

　

し
か
し
、
か
か
る
候
補
地
調
査
の
開
始
に
よ
り
富
山
県
で
は
混
乱
が
生
じ

た
と
み
ら
れ
る
。そ
れ
は
大
正
十
年
二
月
に
衛
生
局
保
健
課
の
田
村
剛
が『
庭

園
』
に
論
文
「
国
立
公
園
の
本
質
」（
）の
な
か
で
、
私
的
な
国
立
公
園
の
候

補
地
を
発
表
し
た
の
が
端
緒
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
十
五
の
候
補
地
が
あ
げ
ら

れ
、
長
野
県
の
上
高
地
や
戸
隠
な
ど
は
入
っ
て
い
る
が
、
富
山
県
の
立
山
と

黒
部
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
田
村
の
私
的
候
補
地
は
、
あ
た
か
も
内
定

で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
よ
っ
て
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。

同
年
夏
の
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
調
査
に
お
い
て
も
上
高
地

一
帯
は
調
査
さ
れ
た
が
、
立
山
と
黒
部
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。

　

大
正
十
年
八
月
、
朝
香
宮
鳩
彦
王
は
登
山
後
の
感
想
を
述
べ
、
五
色
ヶ
原

と
黒
部
の
猿
飛
付
近
を
「
國
立
公
園
の
價
値
あ
り
」
と
賞
賛
し
た（
）。
こ

の
事
実
は
、
富
山
県
当
局
及
び
県
議
会
の
国
立
公
園
制
定
に
向
け
て
の
自
信

と
な
り
、
県
内
の
制
定
運
動
を
大
き
く
後
押
し
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
田
村
は
、
大
正
十
年
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
付
「
大
阪
毎
日

新
聞
』
に
「
国
立
公
園
論
」
を
寄
稿
し
、そ
の
な
か
で
候
補
地
と
し
て
日
光
、

富
士
箱
根
な
ど
を
列
挙
し
、「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
に
は
上
高
地
・
白
馬
は
含

め
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
も
立
山
と
黒
部
峡
谷
を
候
補
地
に
含
め
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
大
正
十
一
年
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
は
『
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
』
十
一
月
号
で
十
三
箇
所
の
候
補
地
を
指
名
し
、
衛
生
局
の
候
補

地
に
対
抗
し
た
。
そ
の
中
の
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
に
は
立
山
の
み
が
含
ま
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
十
二
年
二
月
、
富
山
県
議
会
は
「
立
山
連
峰
ヲ
中
心
ト
ス
ル
国
立
公

園
設
置
ニ
関
ス
ル
建
議
」
を
衆
議
院
へ
提
出
し
た（
）。
そ
し
て
同
年
二
月
、

各
種
の
国
立
公
園
設
立
の
建
議
案
を
審
議
す
る
た
め
に
第
四
十
六
回
帝
国
議

会
衆
議
院
委
員
会
の
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
横
山
助
成
衛
生
局
長

は
、
国
立
公
園
候
補
地
に
十
六
箇
所
を
国
立
公
園
候
補
地
に
選
定
し
た
と
答

弁
し
た
。
そ
れ
は
、
大
沼
公
園
、
雄
阿
寒
、
登
別
、
十
和
田
湖
、
磐
梯
山
、

上
高
地
、
立
山
、
白
馬
岳
、
富
士
箱
根
、
日
光
、
大
台
ケ
原
、
瀬
戸
内
海
、

大
山
、
温
泉
（
う
ん
ぜ
ん
）
公
園
、
阿
蘇
山
、
霧
島
の
十
六
箇
所
で
あ
り
、
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こ
こ
で
立
山
が
候
補
地
に
正
式
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
横
山
は
、
財

政
上
の
理
由
か
ら
早
急
な
国
立
公
園
設
置
に
つ
い
て
は
否
定
し
た
。

　

先
の
横
山
衛
生
局
長
が
正
式
選
定
と
し
て
発
表
し
た
十
六
箇
所
の
国
立
公

園
候
補
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
衛
生
局
案
と
史
蹟
名
勝
記
念
物
調
査
会
案
の

折
衷
案
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
十
六
箇
所
の
候
補
地
は
、
衛
生
局
案
の
七

箇
所
を
含
み
、
調
査
会
案
の
九
箇
所
を
含
ん
で
お
り
、
む
し
ろ
自
然
保
護
を

優
先
す
る
調
査
会
案
を
よ
り
多
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
正
十
二
年
段
階
で
黒
部
は
国
立
公
園
の
候
補
地
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
経
緯
を
通
覧
し
た
村
串
仁
三
郎
氏

の
指
摘
が
正
鵠
を
得
て
い
る（
）。
立
山
連
峰
及
び
山
麓
は
県
営
の
水
力
発

電
事
業
が
展
開
さ
れ
、
鉄
道
や
発
電
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
山
麓

の
み
に
留
ま
り
、
山
中
の
自
然
景
観
は
保
全
さ
れ
て
い
た
。
他
方
で
、
黒
部

峡
谷
で
は
東
洋
ア
ル
ミ
ナ
ム
株
式
会
社
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
日
本
電
力
株

式
会
社
と
い
う
民
間
企
業
が
中
心
と
な
り
鉄
道
や
水
力
発
電
事
業
と
観
光
開

発
が
進
め
ら
れ
た
。
当
該
期
、
こ
う
し
た
民
間
企
業
主
体
の
電
源
開
発
は
全

国
で
も
稀
有
な
ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
が
、
経
営
優
先
の
開
発
に
伴
う
景
観
の
破

壊
と
土
砂
の
投
棄
が
問
題
と
な
り
、
黒
部
川
下
流
二
十
六
町
村
住
民
の
激
し

い
抗
議
運
動
が
生
じ
、
県
当
局
に
も
陳
情
が
届
い
て
い
た（
）。
大
正
十
三

年
に
岡
知
事
は
、
黒
部
峡
谷
を
国
立
公
園
に
設
定
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
。

村
串
氏
は
、
か
よ
う
な
黒
部
峡
谷
の
乱
開
発
に
県
知
事
が
一
定
の
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
富
山
県
庁
社
会
課
の
「
黒

部
峡
谷
指
定
ニ
関
ス
ル
経
過
概
要
」
に
拠
れ
ば
、「
時
ノ
富
山
県
知
事
ハ
大

正
十
三
年
五
月
六
日
（
中
略
）
黒
部
峡
谷
保
存
方
ヲ
内
務
大
臣
ニ
申
請
ス
ル

ニ
至
り
」
と
あ
る（
）。
そ
し
て
大
正
十
四
年
三
月
に
富
山
県
議
会
は
「
黒

部
峡
谷
ニ
国
立
公
園
設
定
ニ
関
ス
ル
建
議
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
た（
）。

黒
部
峡
谷
は
、
景
観
保
全
を
目
的
に
国
立
公
園
制
定
に
向
け
て
動
き
出
す
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
正
期
、
立
山
と
黒
部
峡
谷
は
、
別
個
に
帝
国
議
会
へ
国
立

公
園
設
定
に
関
す
る
請
願
が
な
さ
れ
、
先
に
立
山
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ

れ
た
。
そ
し
て
大
正
十
四
年
三
月
の
第
五
十
回
帝
国
議
会
で
は
黒
部
峡
谷
の

国
立
公
園
設
立
の
建
議
案
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
議

会
の
「
国
立
大
公
園
公
園
調
査
会
設
置
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
の
審
議
に
お
い

て
、
内
務
省
の
赤
木
朝
治
書
記
官
は
「
行
政
上
財
政
ノ
整
理
ノ
為
ニ
」
と
し

て
国
立
公
園
の
実
現
は
難
し
い
と
の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
調
査
会
を
解
散
し
、
国
立
公
園
所
管
は
衛
生
局
保
健
課
の
み
に

す
る
と
答
弁
し
た
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
財
政
上
の
理
由
と
は
、
大
正
十
二

年
九
月
の
関
東
大
震
災
後
に
策
定
さ
れ
た
帝
都
復
興
計
画
の
実
行
（
復
興
予

算
約
五
億
円
）
に
伴
う
予
算
確
保
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い（
）。

そ
の
た
め
大
正
十
四
年
三
月
の
時
点
で
国
立
公
園
制
定
運
動
は
一
時
中
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
大
正
十
五
年
五
月
に
岡
知
事
の
発
案
で
立
山
保
勝
会

が
設
立
さ
れ
た
目
的
と
は
、
立
山
に
黒
部
峡
谷
を
加
え
て
の
国
立
公
園
制
定

に
向
け
た
準
備
を
「
官
民
一
体
」
で
進
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
黒
部
峡
谷
（
特
に
猿
飛
地
域
）
の
自
然
・
風
景
の

保
護
と
土
砂
投
棄
で
苦
し
む
地
元
住
民
の
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
背
後
に

あ
る
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
立
山
保
勝
会
の
設
立
が
、そ
れ
ま
で
別
個
に
捉
え
ら
れ
て
き
た「
立

山
」
と
「
黒
部
」
と
い
う
山
岳
景
勝
地
を
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
地
域
と
し
て

広
く
認
識
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
そ
こ
で
市
民
権
を
得
た
新
た
な
枠
組
み

は
、
昭
和
初
年
に
再
び
活
性
化
す
る
国
立
公
園
制
定
運
動
へ
引
き
継
が
れ
て

い
っ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
大
正
期
に
お
け
る
立
山
登
山
環
境
の
整
備
過
程
解
明
の
基
礎

的
作
業
と
し
て
、
大
正
十
五
年
に
お
け
る
立
山
保
勝
会
の
設
立
に
関
す
る
史

料
に
着
目
し
、
そ
の
設
立
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み

た
。

　

立
山
保
勝
会
と
は
、
そ
の
名
称
に
含
ま
れ
る
立
山
の
登
山
環
境
の
整
備
の

み
な
ら
ず
、
黒
部
方
面
の
登
山
環
境
を
併
せ
て
整
備
す
る
た
め
の
財
団
法
人

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
本
会
の
設
立
を
契
機
と
し
て
「
立
山
黒
部
」

と
い
う
概
念
が
広
く
一
般
に
認
識
さ
れ
、
そ
の
後
の
国
立
公
園
指
定
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
私
考
さ
れ
た
。

　

換
言
す
れ
ば
、
大
正
後
期
か
ら
始
ま
る
国
立
公
園
制
定
の
動
き
の
な
か

で
、
本
会
は
藩
政
時
代
か
ら
続
く
立
山
山
麓
と
立
山
本
峰
（
雄
山
・
大
汝
山
・

富
士
の
折
立
）
あ
る
い
は
立
山
三
山
（
立
山
本
峰
・
浄
土
山
・
別
山
）
を
往
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復
す
る
と
い
う
立
山
登
山
の
あ
り
方
に
加
え
、「
立
山
黒
部
」
エ
リ
ア
の
観

光
と
い
う
新
た
な
方
針
を
掲
げ
た
最
初
の
団
体
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

の
観
光
理
念
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
開
通
す
る
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
」
で
具
象
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
立
山
保
勝
会
の
設
立
以
降
、
寄
附
金
の
状
況
や
事
業
の
活
動
内
容

は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
史
料
が
見
当
た
ら
ず
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
昭
和

六
年
に
日
本
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
富
山
県
期
成
同
盟
会
が
設
立
さ
れ
て
お

り
、
弥
陀
ヶ
原
の
開
発
計
画
を
立
案
し
て
い
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
第
一
期

と
第
二
期
に
分
け
て
開
発
を
計
画
し
て
お
り
、
第
一
期
で
は
、
千
垣
―
称
名

間
自
動
車
道
路
、
藤
橋
―
山
毛
欅
平
―
追
分
間
歩
道
、
称
名
滝
―
大
日
平
間

歩
道
、
称
名
滝
―
追
分
間
歩
道
の
建
設
・
改
修
お
よ
び
追
分
弥
陀
ヶ
原
中
央

ホ
テ
ル
、
山
毛
欅
（
ぶ
な
）
平
・
弘
法
茶
屋
・
鏡
石
ヒ
ュ
ッ
テ
な
ど
の
建
設

で
あ
る
。
第
二
期
で
は
、
千
垣
―
藤
橋
間
の
電
車
、
藤
橋
―
美
女
平
間
の
イ

ン
ク
ラ
イ
ン
ま
た
は
索
道
、
美
女
平
―
追
分
間
自
動
車
道
路
の
建
設
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
弥
陀
ヶ
原
の
開
発
計
画
に
は
、
立
山
保
勝
会

の
事
業
計
画
が
一
部
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
、
お
そ

ら
く
昭
和
初
年
に
発
展
的
解
消
を
遂
げ
た
の
か
も
し
れ
な
い（
）。
そ
の
点

は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
、
昭
和
初
年
の
国
立
公
園
制
定
に
向
け
て
の
動
き
、
す

な
わ
ち
昭
和
二
年
十
二
月
の
官
民
合
同
に
よ
る
国
立
公
園
協
会
の
設
立
以
降

に
再
開
す
る
国
立
公
園
制
定
運
動
、
さ
ら
に
は
昭
和
六
年
四
月
の
国
立
公
園

法
制
定
を
受
け
て
の
立
山
観
光
開
発
の
活
発
化
な
ど
の
動
き
に
つ
い
て
は
ふ

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

立
山
及
び
黒
部
峡
谷
の
国
立
公
園
制
定
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
最

終
的
に
は
昭
和
九
年
十
二
月
四
日
、
上
高
地
、
白
馬
、
立
山
に
黒
部
峡
谷
を

含
む
「
中
部
山
岳
国
立
公
園
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
立
山
保
勝
会
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た（
）。
た
だ
し
、
そ
の
際
、
黒
部
川
水
系
の
発
電
所
建
設
計
画

に
対
し
て
は
、
国
立
公
園
に
お
け
る
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
れ
、
政
府
の
明

確
な
方
針
は
打
ち
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
）。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
具
体
的
内
容
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
大
正
後
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
国
立
公
園
制
定
に
む
け
た
一
連
の
動
き
の
中
で
、
立

山
お
よ
び
黒
部
峡
谷
の
観
光
開
発
と
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
県
内
外
の
関
係

者
が
丁
寧
か
つ
慎
重
な
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
議
論
の
論
点
は
、

今
日
の
立
山
観
光
開
発
を
考
え
る
う
え
で
も
数
多
の
示
唆
と
教
訓
に
富
み
、

注
目
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
先
述
し
た
通
り
、
立
山
保
勝
会
の
計
画
に
「
立
山
黒
部
」
に
関

す
る
参
考
品
の
陳
列
を
行
う
「
山
岳
館
」
の
施
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点

は
特
筆
さ
れ
る
。
山
岳
へ
の
興
味
関
心
と
知
識
の
向
上
を
「
山
岳
館
」
の
役

割
と
し
て
お
り
、
自
然
界
の
現
象
や
事
物
、
古
来
の
伝
説
や
史
実
な
ど
、
そ

れ
ら
の
調
査
研
究
の
結
果
を
発
表
す
る
と
い
う
計
画
も
「
山
岳
館
」
の
活
動

と
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

今
後
も
立
山
博
物
館
は
、
引
き
続
き
「
立
山
黒
部
」
に
関
す
る
調
査
研
究

を
地
道
に
積
み
重
ね
、
学
術
的
成
果
を
県
内
外
へ
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

こ
う
し
た
先
人
の
期
待
に
も
応
え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈

　

史
料
翻
刻
・
紹
介
に
つ
き
ま
し
て
黒
部
市
教
育
委
員
会
、
立
山
町
教
育
委
員
会
な
ら
び

に
所
蔵
者
に
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。
ま
た
史
料
調
査
に
お
き
ま
し
て
、
う
な
づ
き
友
学
館

（
黒
部
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）、
立
山
町
郷
土
資
料
館
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
註
﹈

（
１
）
布
川
欣
一
「
大
正
登
山
ブ
ー
ム
」（
山
と
渓
谷
社
編
『
目
で
見
る
日
本
登
山
史
』

一
六
六
〜
一
六
七
頁
、
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
２
）『
宮
様
、
山
へ
―
大
正
期
登
山
ブ
ー
ム
の
な
か
の
皇
族
登
山
―
』（
富
山
県
﹇
立
山

博
物
館
﹈、
二
〇
一
七
年
）。

（
３
）『
富
山
県
史
』
通
史
編
Ⅵ
近
代
下
（
富
山
県
、一
九
八
四
年
）、『
立
山
町
史
』
下
巻
、

立
山
町
、
一
九
八
四
年
）、
大
山
の
歴
史
編
集
委
員
会
『
大
山
の
歴
史
』（
大
山
町
、

一
九
九
〇
年
）。

（
４
）
高
岡
陽
一
「（
研
究
ノ
ー
ト
）
大
正
登
山
ブ
ー
ム
到
来
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
立

山
の
登
山
環
境
に
つ
い
て
―
大
井
冷
光
の
見
た
「
立
山
登
山
」
を
と
り
ま
く
状
況

―
」（『
研
究
紀
要
』
第
十
四
号
所
収
、
富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈、
二
〇
〇
七
年
）。

（
５
）『
富
山
県
史
』
史
料
編
Ⅶ
近
代
下　

三
二
三
頁
（
富
山
県
、
一
九
八
三
年
）。

（
６
）『
大
衆
、
山
へ
―
大
正
期
登
山
ブ
ー
ム
と
立
山
―
』（（
富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈、

二
〇
〇
八
年
）。
ま
た
、
富
山
県
内
の
鉄
道
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
草
卓
人
『
鉄
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一
〇

道
の
記
憶
』（
桂
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
の
研
究
成
果
が
優
れ
て
い
る
。

（
７
）
鶴
見
立
吉
編
『
立
山
』（
立
山
登
山
会
、
一
九
一
五
年
）。

（
８
）
大
村
歌
子
『
天
の
一
方
よ
り
―
大
井
冷
光
作
品
集
』（
桂
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（
９
）
奥
澤
真
一
郎
「『
立
山
登
山
設
備
案
』
に
関
す
る
う
ご
き
―
佐
伯
茂
治
と
大
町
桂

月
と
の
関
係
を
と
お
し
て
」（『
研
究
紀
要
』
第
二
十
一
号
、
富
山
県
﹇
立
山
博
物

館
﹈、
二
〇
一
四
年
）。

（

）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（

）
岡
田
知
己
「
皇
族
の
立
山
登
山
の
嚆
矢
―
大
正
８
年
（
一
九
一
九
）、
東
久
邇
宮

稔
彦
王
の
立
山
登
山
に
つ
い
て
―
」（『
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
号
所
収
、
富
山
県

﹇
立
山
博
物
館
﹈、
二
〇
一
七
年
）。

（

）「
一
山
社
年
中
議
事
録
」（
高
瀬
保
編
『
越
中
立
山
古
記
録
』
第
四
巻　

一
三
一
頁
、

立
山
開
発
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
）。

（

）「
一
山
社
年
中
議
事
録
」（
高
瀬
保
編
『
越
中
立
山
古
記
録
』
第
四
巻　

一
二
八
頁
、

一
二
九
頁
、
一
三
一
頁
）。
な
お
廣
瀬
誠
に
よ
る
史
料
解
題
「
一
山
社
年
中
議
事

録
に
つ
い
て
」（
同
書
所
収
）
に
お
い
て
「
新
道
刈
」
が
当
時
の
新
た
な
動
き
と

し
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。

（

）
岩
峅
寺
延
命
院
文
書
「
立
山
中
語
人
夫
同
盟
規
約
」（
目
録
番
号
２
１
―
３
４
）

（

）
吉
沢
庄
作
『
立
山
』（
北
陸
出
版
社
、
一
九
二
五
年
）。

（

）「
時
報　

立
山
保
勝
會
の
計
畫
」（『
庭
園
』第
七
巻
第
十
號
二
八
頁
、一
九
二
五
年
）。

（

）「
案
内
人
組
合
規
約
の
認
可
書
類
」（「
吉
沢
庄
作
資
料
目
録
」
目
録
番
号
３
―

１
４
）。

（

）「
黒
部
保
勝
会
会
則
」（「
吉
沢
庄
作
資
料
目
録
」
目
録
番
号
３
―
５
）。

（

）「
黒
部
峡
谷
ヨ
リ
立
山
連
峰
及
白
馬
行
通
概
略
図
」（「
吉
沢
庄
作
資
料
目
録
」
目

録
番
号
３
―
６
）。

（

）「
立
山
及
黒
部
峡
谷
」
目
次
（「
吉
沢
庄
作
資
料
目
録
」
目
録
番
号
２
―
１
３
）。

（

）『
富
山
県
史
』
通
史
編
Ⅵ
近
代
下　

六
四
〜
七
四
頁
（
富
山
県
、
一
九
八
四
年
）。

（

）
丸
山
宏
『
近
代
日
本
公
園
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

（

）
村
串
仁
三
郎
『
国
立
公
園
成
立
史
の
研
究
―
開
発
と
自
然
保
護
の
確
執
を
中
心
に

―
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
）。
同
書
は
公
園
行
政
史
の
観
点
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
各
団
体
の
役
割
並
び
に
開
発
と
自
然
保
護
の
運
動
も
視

野
に
入
れ
、
日
本
に
お
け
る
国
立
公
園
の
成
立
過
程
を
詳
細
に
検
討
し
て
お
り
、

裨
益
さ
れ
る
こ
と
大
で
あ
る
。
本
章
の
記
述
で
は
逐
一
注
記
し
な
い
が
、
そ
の
多

く
が
同
書
の
検
討
内
容
に
依
拠
し
て
い
る
。

（

）田
村
剛「
国
立
公
園
の
本
質
」（『
庭
園
』第
三
巻
第
二
号
、七
〜
九
頁
、一
九
二
一
年
）。

（

）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（

）「
表
５
帝
国
議
会
に
お
け
る
国
立
公
園
建
議
・
請
願
一
覧
表
」（
丸
山
宏
『
近
代
日

本
公
園
史
の
研
究
』
三
〇
二
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

（

）
村
串
仁
三
郎
「
第
５
章　

中
部
山
岳
国
立
公
園
（
２
）
立
山
・
黒
部
」（『
国
立
公

園
成
立
史
の
研
究
―
開
発
と
自
然
保
護
の
確
執
を
中
心
に
―
』
所
収
、
法
政
大
学

出
版
局
、
二
〇
〇
五
年
）。

（

）
奥
田
淳
爾
『
黒
部
奥
山
と
扇
状
地
の
研
究
』
二
七
〇
頁
（
桂
書
房
、一
九
九
九
年
）。

（

）
富
山
県
社
会
課
「
黒
部
峡
谷
指
定
ニ
関
ス
ル
経
過
概
要
」（
社
寺
兵
事
課
「
国
立

公
園
昭
和
二
年
」、
富
山
県
公
文
書
館
蔵
「
行
政
文
書
」
Ａ
―
１
３
６
の
う
ち
）

（

）「
表
５
帝
国
議
会
に
お
け
る
国
立
公
園
建
議
・
請
願
一
覧
表
」（
丸
山
宏
『
近
代
日

本
公
園
史
の
研
究
』
三
〇
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）。
な
お
昭
和
二

年
に
も
衆
議
院
議
員
寺
島
権
蔵
に
よ
っ
て
同
内
容
の
建
議
が
再
度
提
出
さ
れ
て
い

る
。

（

）
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
編
『
１
９
２
３

関
東
大
震
災
報
告
書
』
第
一
編
、
二
〇
〇
六
年
）。

（

）
日
本
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
富
山
県
期
成
同
盟
会
「
彌
陀
ヶ
原
開
発
の
施
設
」（『
国

立
公
園
』
第
四
巻
第
四
号
一
七
〜
二
一
頁
、
一
九
三
二
年
）。

（

）
一
九
三
四
年
一
二
月
四
日
、
内
務
省
が
第
二
次
国
立
公
園
指
定
と
し
て
阿
寒
・
大

雪
山
・
日
光
（
尾
瀬
を
含
む
）・
阿
蘇
と
と
も
に
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
を
「
中
部
山
岳
」

と
改
称
し
て
国
立
公
園
に
指
定
し
た
。

（

）「
第
五
次
国
立
公
園
委
員
会
総
会
の
記
」（『
国
立
公
園
』
第
六
巻
第
九
号　

二
四

頁
、
一
九
三
四
年
）。



【
史
料
一
】
立
山
保
勝
会
計
画
書

　
　
　
　

 （「
吉
沢
庄
作
資
料
目
録
」
３
―
３
４
、二
四
・
三
×
一
七
・
七
ｃ
ｍ
）

（
表
紙
）
立
山
保
勝
會
計
劃
書

山
岳
の
憧
憬
は
一
時
的
流
行
的
の
風
潮
に
あ
ら
す　

永
遠
の
生
命
を
有
す
る
社
會

の
常
相
な
り　

昔
は
基
督
に
山
上
の
説
明法

あ
り　

釋
迦
に
檀
特
の
修
業
あ
り

其
の
主
意
や
異
な
ら
む
も
其
の
用
や
一
な
り　

今
ま
社
會
生
活
の
複
雑
と
な
り

俗
悪
と
な
る
に
つ
れ
山
岳
は
崇
高
、
眞
美
、
雄
大
、
清
浄
の
用
は
更
に
段
々
と

増
加
し
来
る
を
覺
ゆ

山
岳
旅
行
の
眞
の
目
的
や
効
能
や
體
験
し
て
自
知
す
へ
し
筆
舌
の
能
を
説
く

へ
き
に
あ
ら
す　

さ
れ
と
客
観
的
に
之
を
見
ん
か　

宗
教
的
巡
礼
に
始
り
娯
楽

的
運
動
と
な
り　

體
育
的
試
練
と
な
り　

精
神
的
修
養
と
な
り　

科
學
的
研

究
に
進
み
漸
次
其
の
範
囲
を
擴
張
し
つ
ゝ
あ
り　

最
近
迄
は
少
数
の
冒
険
家

健
脚
家
、
物
好
者
の
み
の
為
す
も
の
と
閉
却
さ
れ
た
り　

さ
れ
ど
今
や
普
遍
的
と
な
り

民
衆
的
と
な
り
普
通
教
育
の
如
く
に
誰
人
も
踏
む
へ
き
道
程
の
な
り
つ
ゝ
あ
る
也

　
　

財
團
法
人　

立
山
保
勝
會
定
款

　
　
　
　

第
一
章　

總
則

第
一
條　
　

本
會
ハ
立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ノ
勝
景
ヲ
保
存
シ
及
観
光

　
　
　
　
　
　

ノ
便
利
ヲ
圖
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス

第
二
條　
　

本
會
ハ
財
團
法
人
立
山
保
勝
會
ト
稱
ス

第
三
條　
　

本
會
ノ
事
務
所
ハ
富
山
縣
廳
内
ニ
置
ク

第
四
條　
　

本
會
ニ
於
テ
施
設
ス
ヘ
キ
事
業
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
　

一
、
山
岳
道
路
ノ
改
修
及
維
持

　
　
　
　
　
　
　

二
、
山
岳
宿
舎
ノ
建
設
及
維
持　
　

　
　
　
　
　
　
　

三
、
山
岳
ニ
関
ス
ル
調
査
研
究
及
其
ノ
發
表

　
　
　
　
　
　
　

四
、
其
ノ
他
山
岳
ノ
紹
介
及
旅
行
ニ
関
ス
ル
施
設

　
　
　

　
　
　
　

第
二
章　

資
産

第
五
條　
　

本
會
ノ
資
産
ハ
公
共
團
体
ノ
補
助
金
、
有
志
ノ
寄
附
ニ

　
　
　
　
　
　

係
ル
動
産
、
不
動
産
、
會
員
ノ
醵
金
及
其
他
ノ
収
入
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　

成
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
條　
　

本
會
ノ
資
産
ヲ
別
チ
テ
基
本
財
産
、
事
業
資
金
ノ
二
種
ト

　
　
　
　
　
　

シ
基
本
財
産
ハ
其
ノ
利
子
ノ
ミ
ヲ
事
業
資
金
ニ
運
用
ス
ル
コ

　
　
　
　
　
　

ト
ヲ
得

第
七
條　
　

本
會
ノ
資
産
ハ
評
議
員
ノ
議
決
ヲ
經
テ
定
ム
ル
所
ノ
規
程

　
　
　
　
　
　

ニ
依
リ
之
ヲ
管
理
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

第
三
章　

會
員

第
八
條　
　

本
會
ノ
主
旨
ヲ
賛
成
シ
一
定
ノ
金
額
ヲ
醵
出
ス
ル
者
ヲ

　
　
　
　
　
　

會
員
ト
ス

第
九
條　
　

會
員
ヲ
別
チ
テ
左
ノ
四
種
ト
ス

　
　
　
　
　
　

一
、
名
譽
會
員　
　
　

金
壹
千
円
以
上
醵
出
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　

二
、
特
別
會
員　
　
　

金
百
円
以
上
醵
出
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　

三
、
通
常
會
員　
　
　

金
貳
拾
圓
以
上
醵
出
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　

四
、
賛
助
會
員　
　
　

金
五
圓
以
上
醵
出
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　

前
項
ノ
醵
金
ハ
五
ケ
年
以
内
ノ
年
賦
ヲ
以
テ
納
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
條　
　

會
長
ニ
於
テ
本
會
ニ
功
勞
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ハ
理
事
ノ

　
　
　
　
　
　

決
議
ヲ
經
テ
醵
金
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
相
當
ノ
會
員
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
　

但
名
譽
會
員
ト
ナ
ス
ニ
ハ
評
議
員
ノ
決
議
ヲ
經
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
一
條　
　

入
會
又
ハ
退
會
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
ヲ
會
長
ニ
申
出
ツ
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　

退
會
者
ノ
醵
金
ハ
之
ヲ
返
戻
セ
ズ

　
　
　
　

第
四
章　

役
員
及
事
務　
　
　

第
十
二
條　
　

本
會
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　
　

會
長　
　

一
名

　
　
　
　
　
　

理
事　
　

七
名　

内
副
會
長
二
名
ヲ
互
選
ス

　
　
　
　
　
　

監
事　
　

三
名

　
　
　
　
　
　

評
議
員　

十
名

　
　
　
　
　
　

會
長
ハ
富
山
縣
知
事
ヲ
推
戴
シ
其
他
ノ
役
員
ハ
會
長
之
ヲ
嘱
託
ス

第
十
三
條　
　

會
長
ハ
本
會
ヲ
統
理
ス

　
　
　
　
　
　

副
会
長
ハ
會
長
ヲ
補
佐
シ
會
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
代
理
ス

　
　
　
　
　
　

其
他
ノ
理
事
ハ
本
會
ノ
事
務
ヲ
掌
理
ス

　
　
　
　
　
　

監
事
ハ
本
會
ノ
事
務
ヲ
監
査
ス

　
　
　
　
　
　

評
議
員
ハ
此
ノ
定
款
ニ
明
文
ア
ル
事
項
及
其
他
重
要

　
　
　
　
　
　

ノ
事
項
ヲ
議
決
ス

（93）
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第
十
四
條　
　

役
員
ノ
任
期
ハ
三
年
ト
ス

　
　
　
　
　
　

但
重
任
ヲ
妨
ケ
ス

第
十
五
條　
　

本
會
書
記
若
干
名
ヲ
置
キ
庶
務
ニ
從
事
セ
シ
ム

第
十
六
條　
　

本
會
ノ
事
業
年
度
ハ
四
月
一
日
ニ
始
リ
翌
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　

ニ
終
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
七
條　
　

本
會
ノ
事
業
及
収
支
豫
算
ハ
評
議
員
ノ
議
決
ニ
依
リ
之
ヲ

　
　
　
　
　
　

定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
八
條　
　

毎
年
度
ノ
収
支
決
算
、
會
務
及
資
産
状
況
ハ
毎
年
一
回

　
　
　
　
　
　

會
員
ニ
之
ヲ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

第
五
章　
　

附
則

第
十
九
條　
　

本
會
ハ
法
定
ノ
解
散
事
由
ノ
発
生
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
解
散
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
條　
　

本
會
ヲ
解
散
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
理
事
及
評
議
員
ノ

　
　
　
　
　
　

決
議
ヲ
經
富
山
縣
知
事
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
後
主
務

　
　
　
　
　
　

官
廳
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
其
ノ
財
産
ヲ
富
山
縣
又
ハ
其
他

　
　
　
　
　
　

ノ
公
私
團
体
ニ
寄
附
シ
以
テ
本
會
設
立
ノ
目
的
ヲ

　
　
　
　
　
　

永
遠
ニ
継
續
セ
ン
ム
ル
コ
ト
ヲ
計
ル
ヘ
シ

　
　

立
山
保
勝
會
施
設
事
業
計
画
要
覧

　　
　

第
一　

宿
舎
ノ
設
備

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
旅
行
者
ノ
宿
泊
若
ク
ハ
避
難
ノ
タ
メ
必
要
ナ
ル
宿
舎

中
最
モ
急
設
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
十
八
箇
所
ト
ス　

其
ノ
内
既
ニ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ

十
一
箇
所
ニ
シ
テ
今
後
建
設
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
七
箇
所
ト
ス　

則
チ
左
ノ
如
シ

一
、
既
ニ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ

　
　
　

所
在
地　
　
　
　
　
　
　
　

出
資
者　
　
　
　
　
　
　

摘
要

　

立
山
本
道　
　

ブ
ナ
坂　
　
　

電
氣
局　
　
　
　
　
　
　

保
温
及
出
入
ノ
施
設
改
修
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
ス

　

同　
　
　
　
　

鏡　

石　
　
　

富
山
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
沼
安
太
郎　
　
　
　
　

同　

前

　

同　
　
　
　
　

弘
法
茶
屋　
　

學
習
院
生
徒
及
電
氣
局　

現
在
収
容
五
十
人
ヲ
二
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
容
ニ
増
設
要
ス

　

同　
　
　
　
　

追
分　
　
　
　

大
阪
朝
日
新
聞
社　
　
　

現
状
維
持

　

同　
　
　
　
　

室
堂　
　
　
　

前
田
藩　
　
　
　
　
　
　

内
部
改
修
ヲ
要
ス

　

劔
岳
道　

劔
澤　
　
　
　
　
　

大
阪
毎
日
新
聞
社　
　
　

増
築
及
改
修
ヲ
要
ス

　

五
色
ケ
原　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
状
維
持

　

黒
部
川
上
流
平
ノ
小
屋　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

眞
川
上
流
有
峯
畑
峠
下　
　
　

名
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
孝
一　
　
　
　
　
　

同

　

上
ノ
岳　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

仲
ノ
俣
岳　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

二
、
今
後
建
設
ス
ヘ
キ
モ
ノ

　

ス
ゴ
乗
越　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
色
ケ
原
薬
師
岳
ノ
中
間
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
リ
最
モ
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

池
ノ
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
方
面
ヨ
リ
黒
部
峡
谷
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

眞
砂
子
澤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

劔
岳
ヲ
登
リ
黒
部
峡
谷
ニ
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

小
黒
部
大
崩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
方
面
ヨ
リ
黒
部
峡
谷
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

清
水
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部
峡
谷
ヨ
リ
白
馬
山
ニ
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

室
堂
地
獄
谷
分
岐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
陀
ヶ
原
ヨ
リ
室
堂
地
獄
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
至
ル
分
岐
点
ニ
シ
テ
迷
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

易
ク
且
遭
難
ノ
懸
念
多
キ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
リ

　

稱
名
瀑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
名
滝
観
光
客
ノ
休
息
所
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
テ
又
岳
登
者
ノ
休
憩
所
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
テ
必
要
ア
リ

　
　
　

　
　
　

第
二　
　

道
路
ノ
施
設

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
中
多
少
改
修
ヲ
要
ス
ヘ
キ
道
路
ハ
延
長
九
十
二
里
ニ
達
ス

　

即
チ
左
ノ
如
シ

　

一
、　

立
山
本
道

　
　
　
　

千
垣
、
藤
橋
、
材
木
坂
、
姥
石
、
室
堂
、
雄
山
間　
　
　
　
　

八
里
半

　
　
　
　

支
線　

１
、
藤
橋
、
称
名
滝
、
鍋
禿
杉
間　
　
　
　
　
　
　
　

二
里
十
四
丁
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２
、
追
分
、
獅
々
鼻
、
鏡
石
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
十
丁

　

二
、　

藤
橋
、
針
ノ
木
線

　
　
　
　

藤
橋
、
温
泉
、
ザ
ラ
峠
、
平
ノ
小
屋
、
針
ノ
木
峠
間　
　
　
　

八
里
十
二
丁

　
　
　
　

支
線　

五
色
、
刈
安
峠
尾
根
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
半

　

三
、　

立
山
温
泉
追
分
線

　
　
　
　

立
山
温
泉
、
松
尾
峠
追
分
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
二
十
丁

　

四
、　

伊
折
、
地
獄
谷
線

　
　
　
　

伊
折
、
立
山
川
、
伊
折
乗
越
、
地
獄
谷
間　
　
　
　
　
　
　
　

六
里

　
　
　
　

支
線　

白
萩
川
、
大
窓
経
由　

池
ノ
平
間　
　
　
　
　
　
　
　

四
里

　

五
、　

宇
奈
月
、
猿
飛
間

　
　
　
　

宇
奈
月
、
鐘
釣
、
猿
飛
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
里

　

六
、　

下
廊
下
線

　
　
　
　

猿
飛
、
棒
小
屋
、
平
ノ
小
屋
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
里

　
　
　
　

支
線　
　

仙
人
湯
、
東
谷
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里

　

七
、　

猿
飛
、
白
馬
線

　
　
　
　

猿
飛
、
清
水
小
屋
、
白
馬
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
里
半

　

八
、　

猿
飛
、
大
黒
線

　
　
　
　

猿
飛
、
祖
母
谷
、
大
黒
岳
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
里

　

九
、　

三
又
、
猿
飛
線
（
立
山
連
峯
縱
貫
線
）

　
　
　
　

三
又
、
上
ノ
岳
、
薬
師
岳
、
五
色
原
、
ザ
ラ
峠
、
浄
土
山
、
雄
山
、
別
山

　
　
　
　

劔
澤
、
池
ノ
平
、
猿
飛
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
二
十
里

　

十
、　

別
山
乗
越
、
大
日
平
線

　
　
　
　

別
山
乗
越
、
大
日
岳
、
早
乙
女
岳
、
大
日
平
、
称
名
滝
間　
　

三
里
半

　

十
一
、
有
峯
、
太
郎
平
線

　
　
　
　

有
峯
、
小
畑
峠
、
太
郎
平
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
里

　

十
二
、
有
峯
、
大
多
和
峠
線

　
　
　
　

有
峯
、
大
多
和
峠
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
半

　

十
三
、
千
垣
、
有
峯
線

　
　
　
　

千
垣
、
亀
ケ
谷
、
和
田
川
ニ
沿
ヒ
有
峯
間　
　
　
　
　
　
　
　

四
里

　

十
四
、
立
山
温
泉
有
峯
線

　
　
　
　

立
山
温
泉
、
折
立
峠
、
有
峯
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
里

　
　
　
　

支
線　

折
立
峠
、
伊
藤
小
屋
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
半

　

以
上
ノ
山
岳
道
路
ハ
成
ル
ヘ
ク
現
状
維
持
ヲ
方
針
ト
シ
特
ニ
險
悪
ナ
ル
箇
所
及

　

樹
木
密
生
ノ
タ
メ
甚
シ
ク
通
行
ヲ
妨
ク
ル
箇
所
等
ノ
改
修
ニ
止
メ
ム
ト
ス　

其
ノ

　

主
ナ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ

　
　

一
、三
俣
岳
、
五
色
ケ
原
間

　
　

二
、五
色
ケ
原
、
浄
土
山
間

　
　

三
、
池
ノ
平
、
猿
飛
間

　
　

四
、
仙
人
湯
、
猿
飛
間

　
　

五
、
仙
人
湯
、
下
廊
下
間

　
　

六
、
湯
川
眞
川
合
流
点
、
眞
川
伊
藤
小
屋
間

　
　

七
、
伊
折
、
地
獄
谷
間

　
　

八
、五
色
ケ
原
、
刈
安
峠
間

　
　

九
、
称
名
瀑
、
早
乙
女
岳
、
大
日
岳
、
別
山
乗
越
間

　

劔
岳
八
峯
ハ
原
始
状
態
ヲ
保
存
ス
ル
モ
ノ
ト
シ　

劔
澤
、
眞
砂
子
澤
ニ
宿
舎
ヲ
建

　

設
シ
登
山
者
ノ
便
利
ヲ
圖
ル
ニ
止
メ
ン
ト
ス

　

渡
渉
地
、
崩
壊
地
、
嶮
峻
地
等
ニ
シ
テ
通
行
ノ
危
險
ナ
ル
箇
所
ニ
鐵
線

　

又
ハ
鐵
鎖
ヲ
張
リ
其
ノ
安
全
ヲ
圖
リ
又
渡
渉
困
難
ノ
箇
所
ニ
ハ
籠
ノ
渡

　

ノ
施
設
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス　

其
ノ
箇
所
左
ノ
如
シ

　
　

一
、
湯
川
上
流
渡
渉
地　
　
　
　
　
　
　

約
三
十
間　

　
　

二
、
立
山
温
泉
ザ
ラ
峠
間
崩
壊
地　
　
　

約
三
十
間

　
　

三
、
小
黒
部
川
渡
渉
地　
　
　
　
　
　

延
約
二
百
間

　
　

四
、
平
小
屋
黒
部
川
渡
渉
地　
　
　
　

延
約
八
十
間

　
　

五
、
伊
折
、
大
窓
間　
　
　
　
　
　
　

延
約
百
間

　
　

六
、
黒
部
川
平
ノ
小
屋　

籠
ノ
渡

　
　

七
、
黒
部
川
仙
人
湯
下　

籠
ノ
渡

　
　

八
、
称
名
川
上
流　

大
日
平
弥
陀
ヶ
原
間　

籠
ノ
渡

　
　
　

第
三　
　

指
導
標
及
指
望
臺
ノ
施
設

　

指
導
標
ハ
道
路
案
内
ヲ
目
的
ト
シ
著
名
地
、
分
岐
点
、
休
憩
地
、
其
ノ
他

　

適
宜
ノ
箇
所
ニ
地
名
、
方
位
、
里
程
、
行
先
等
ヲ
標
示
ス　

其
ノ
箇
所
約

　

五
十
ケ
所
ヲ
要
ス

　

指
望
臺
ハ
展
望
眼
界
ニ
入
ル
連
山
ノ
名
称
、
位
置
、
標
高
、
距
離
等
ヲ
圖
示

　

ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

其
ノ
設
置
場
所
ハ
呉
羽
山
、
立
山
五
ノ
越
、
五
色
ケ
原
ノ
三
ケ
所

　

ト
ス

　
　
　

第
四　
　

山
岳
館
ノ
施
設

　

山
岳
館
ハ
立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ニ
於
ケ
ル
自
然
界
ノ
現
象
事
物
ヲ
説

　

明
ス
ヘ
キ
標
本
及
調
査
書
、
各
種
ノ
紀
念
物
、
登
山
調
度
品
、
寫
眞
、
繪

　

画
詩
歌
文
章
等
山
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
参
考
品
ヲ
陳
列
シ
以
テ
山
岳
ニ
對
ス
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ル
趣
味
ト
智
識
ノ
向
上
ヲ
圖
ラ
ム
ト
ス

　
　
　

第
五　
　

圖
書
發
行

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ノ
十
万
分
ノ
一
精
巧
ナ
ル
圖
面
ヲ
發
行
ス
ル
タ
メ
原
版

　

製
作
シ
又
併
セ
テ
鳥
瞰
圖
ヲ
製
作
セ
ン
ト
ス　

其
ノ
圖
ハ
販
賣
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

　

寫
眞
、
繪
は
が
き
、
遊
覧
案
内
、
登
山
心
得　

其
ノ
他
山
岳
ニ
関
ス
ル
圖
書
等
趣
味

　

ト
實
用
ヲ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
發
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　

第
六　
　

天
幕
備
付

　

多
数
ノ
登
山
者
ア
リ
宿
舎
不
足
ス
ル
場
合
ニ
備
フ
ル
タ
メ
天
幕
二
十
張
ヲ
買
入
レ
約

　

二
百
人
ヲ
宿
泊
セ
シ
ム
ル
計
画
ト
ス

　
　
　

第
七　
　

調
査
研
究

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ニ
於
ケ
ル
地
勢
、
地
質
、
生
物
、
氣
候
等
自
然
界
ノ

　

現
象
事
物
、
古
来
ノ
傳
説
、
史
實
、
紀
念
物
等
ノ
調
査
研
究
ヲ
為
シ
其
ノ

　

結
果
ヲ
發
表
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　

第
八　
　

案
内
者
養
成

　

山
岳
案
内
者
ノ
品
性
陶
冶
、
科
學
的
智
識
ノ
涵
養
、
登
山
技
能
ノ
向
上
ヲ

　

圖
ル
タ
メ
毎
年
講
習
會
ヲ
開
キ
時
代
ニ
相
應
セ
ル
善
良
案
内
者
ヲ
養
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　

第
九　

登
山
宣
傳
及
紹
介

　

山
岳
ニ
関
ス
ル
宣
傳
ニ
努
メ
登
山
思
想
ヲ
鼓
舞
シ
且
立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
登
山
ニ

　

関
ス
ル
質
問
ニ
應
答
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

【
史
料
二
】　

立
山
保
勝
会
発
起
人
会
綴

（「
宮
路
金
山
家
文
書
目
録
」
５
５
７
８　

社
寺
・
教
育
・
通
運
―

１
２
３
９
、二
六
・
八
×
一
九
・
二
ｃ
ｍ
）

　
（
表
紙
）
立
山
保
勝
會
発
起
人
會
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
五
日
午
前
十
時
）

　
　
　
　
　

一
、
開
會
ノ
辞

　
　
　
　
　

二
、
知
事
挨
拶

　
　
　
　
　

三
、
協
議
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
會
則
議
決
ノ
件

　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
寄
附
金
募
集
ニ
関
ス
ル
件

　
　
　
　
　
　
　
　

３
．
事
業
計
画
ノ
大
要

　
　
　
　
　

四
、
閉
會
ノ
辞

一
般
ノ
趣
味
ハ
著
シ
ク
向
上
シ
マ
シ
テ
或
ハ
山
岳
會
ノ
設
立
或

ハ
登
山
道
ノ
開
鑿
等
各
地
ニ
於
テ
、
山
岳
ニ
対
ス
ル
諸
種

ノ
施
設
計
画
ヲ
為
セ
ル
ヲ
見
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
本
縣
ハ
天
下
ノ

霊
峯
ト
シ
テ
古
来
全
國
ニ
其
ノ
名
ヲ
馳
セ
テ
居
マ
ス
ル
。
立

山
及
人
跡
未
到
ノ
秘
境
ヲ
蔵
セ
ル
黒
部
峡
谷
ノ
勝
景

ヲ
有
ス
ル
ノ
デ
、
之
カ
保
存
並
観
光
ノ
利
便
ヲ
企
圖
ス
ル
コ
ト
ハ
、

蓋
シ
刻
下
ニ
於
ケ
ル
最
モ
緊
切
ナ
ル
事
柄
ト
存
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
。

立
山
ハ
夙
ニ
身
心
鍛
錬
ノ
道
場
ト
シ
テ
一
般
縣
民
崇
郷

的
ト
ナ
リ
登
山
者
、
年
ヲ
追
フ
テ
増
加
シ
殊
ニ
大
正
十
三
年
五
月

畏
ク
モ　

秩
父
宮
殿
下
ノ
雪
中
御
登
山
ノ
御
事
ア

リ
シ
以
来
、
縣
民
ハ
勿
論
、
一
般
国
民
ニ
多
大
ノ
刺
戟
ヲ
与

ヘ
マ
シ
テ
縣
外
山
岳
家
ノ
登
山
ス
ル
者
、
著
シ
ク
多
キ
ヲ
加
ヘ
マ

シ
タ
ガ
更
ニ　

東
宮
殿
下
ニ
ハ
大
正
十
四
年
一
月
宮
中

新
年
御
歌
會
始
ニ
於
テ
畏
ク
モ

　
　

た
て
山
の
空
に
聳
ゆ
る
を
ゝ
し
さ
に

　
　
　
　
　

な
ら
へ
と
も
思
ふ
み
よ
の
す
か
た
も

ト
詠
マ
セ
ラ
レ
テ
国
民
精
神
振
作
ノ
対
照
ヲ
立
山
ニ
取
ラ
セ
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給
ヘ
ル
ヲ
恐
察
シ
奉
ル
ニ
及
ビ
テ
ハ
縣
民
一
同
深
ク
感
激
措

ク
ト
コ
ロ
ヲ
知
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
斯
ク
ノ
如
キ
光
栄
ア
ル
歴
史
ヲ
有

ス
ル
立
山
ハ
、
黒
部
秘
峡
ト
共
ニ
益
々
之
ヲ
天
下
ニ
紹
介
シ
、
保

存
観
光
ノ
利
便
ヲ
開
キ
、
以
テ
國
民
精
神
ノ
作
興
ヘ
、
國
民

体
位
ノ
向
上
ニ
資
ス
ル
ハ
正
ニ
縣
民
ノ
努
ム
ヘ
キ
事
柄
ト
思
フ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

登
山
ハ
実
ニ
山
岳
教
育
ノ
見
地
ヨ
リ
シ
テ
益
々
之
カ
奨
励
助

長
ヲ
加
ヘ
、
普
及
登
達
ヲ
策
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
共
ニ
山
靈

ヲ
保
存
シ
、
天
然
紀
念
物
ノ
保
護
及
風
景
ノ
維
持
ニ
就

キ
マ
シ
テ
ハ
登
山
者
ノ
増
加
ニ
應
シ
マ
シ
テ
益
々
之
カ
施
設
ヲ
緊

切
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
此
ノ
登
山
者
ノ
増
加
ニ
依
リ
亦
諸

種
ノ
事
故
ヲ
伴
フ
コ
ト
ガ
往
々
ア
ル
ノ
デ
、
立
山
ニ
於
テ
モ
去
ル
大
正

十
二
年
一
月
ニ
於
ケ
ル
、
三
田
、
槇
、
板
倉
氏
等
斯
界
練
達

ノ
士
ニ
シ
テ
遭
難
セ
ル
事
件
ノ
如
キ
事
例
ア
リ
。
尓
来
之
等

ニ
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
本
山
大
阪
毎
日
新
聞
社
長
、
大
阪
毎
日
新
聞

社
学
習
院
生
徒
ノ
父
兄
内
藤
子
爵
、
波
多
野
承
五
郎

氏
及
伊
藤
孝
一
蓮
沼
安
太
郎
氏
等
篤
志
家
ノ
寄

附
ニ
依
リ
避
難
所
ノ
設
備
モ
幾
分
加
ハ
リ
マ
シ
タ
ガ
尚
益
々

之
等
避
難
所
設
備
ノ
充
実
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
山
岳

ノ
保
存
開
発
ノ
緊
切
ナ
ル
敍
上
ノ
事
由
ニ
鑑
ミ
マ
シ
テ
山
岳
ニ
於

ケ
ル
宿
舎
、
指
導
標
等
ノ
建
設
改
善
、
通
路
ノ
改
修
、
並
維

持
等
ノ
外
、
名
勝
紀
念
物
等
ノ
保
護
施
設
ヲ
始
メ
ト
シ
立
山

及
び
黒
部
ニ
関
ス
ル
調
査
研
究
並
之
カ
宣
傳
等
施
設
経

営
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ガ
多
々
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
カ
モ
斯
ク
ノ
如
キ
ハ
縣
民

一
致
之
ニ
當
ル
ヲ
最
モ
適
當
ト
信
ジ
マ
シ
テ
本
會
設
立
計

画
ヲ
立
テ
一
ハ
以
テ
本
縣
ノ
誇
リ
ト
ス
ル
霊
峯
立
山
及
黒

部
秘
峡
ノ
保
存
、
開
發
ヲ
策
シ
一
ハ
以
テ
國
民
精
神

ノ
作
興
、
保
健
ノ
増
進
ニ
資
セ
ン
ト
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
尚

之
カ
組
織
ニ
就
キ
マ
シ
テ
ハ
将
来
各
位
ノ
御
援
助
ニ
依
リ
相

當
寄
附
金
ノ
募
集
ニ
㑨
チ
マ
シ
テ
内
容
ノ
充
実
ヲ
圖

リ
、
財
團
法
人
ト
シ
テ
確
実
ナ
ル
基
礎
ヲ
有
ス
ル
機
関
タ

ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

本
會
ノ
會
則
草
案
並
寄
附
金
募
集
案
等
ハ

御
手
許
ニ
御
廻
シ
致
シ
マ
シ
タ
カ
ラ
慎
重
審
議
ヲ
重

ネ
ラ
レ
本
會
ノ
成
立
ヲ
見
ン
コ
ト
ヲ
切
ニ
希
望
致
シ
マ
ス
。

尚
右
成
立
ノ
暁
ハ
各
位
特
別
ノ
御
援
助
ニ
依
リ
マ
シ
テ

寄
附
金
募
集
其
ノ
他
總
テ
ノ
計
画
ガ
圓
滑
ニ
進

行
シ
本
會
創
立
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
コ
ト
ヲ
深
ク
希
望

シ
テ
止
マ
ナ
イ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
一
言
御
挨
拶
ト
致
シ
マ
ス
。

　

立
山
保
勝
會
會
則

　
　
　
　

第
一
章　

總
則

第
一
條　
　
　

本
會
ハ
立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ノ
勝
景
ヲ
保
存
シ

　
　
　
　
　
　
　

並
之
カ
観
光
ノ
利
便
ヲ
圖
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
條　
　
　

本
會
ハ
立
山
保
勝
會
ト
称
ス

第
三
條　
　
　

本
會
ノ
事
務
所
ハ
富
山
縣
廳
内
ニ
置
ク

第
四
條　
　
　

本
會
ニ
於
テ
施
設
ス
ヘ
キ
事
業
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

一
、
名
勝
記
念
物
等
ノ
保
護
及
風
景
ノ
維
持

　
　
　
　
　

二
、
通
路
ノ
改
修
及
維
持

　
　
　
　
　

三
、
宿
舎
避
難
所
、
指
導
標
等
ノ
建
設
改
善
及
維
持　
　

　
　
　
　
　

四
、
立
山
及
黒
部
ニ
関
ス
ル
調
査
研
究
及
宣
傳　

　
　
　
　
　

五
、
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
項

　
　
　

　
　
　
　

第
二
章　

基
本
財
産
及
會
計

第
五
條　
　
　

本
會
ハ
會
員
ノ
醵
金
及
寄
附
金
等
ノ
一
部
ヲ
以
テ

　
　
　
　
　
　
　

基
本
財
産
ヲ
蓄
積
ス

第
六
條　
　
　

本
會
ノ
経
費
ハ
基
本
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
収
入
、
會
費

　
　
　
　
　
　
　

ノ
醵
金
、
有
志
ノ
寄
附
金
、
公
共
團
体
ノ
補
助
金
及
其

　
　
　
　
　
　
　

他
ノ
収
入
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ

第
七
條　
　
　

本
會
ノ
基
本
財
産
不
動
産
、
国
債
証
券
、
地
方
債

　
　
　
　
　
　
　

券
又
ハ
日
本
勧
業
債
券
ニ
換
へ
若
ハ
郵
便
貯
金
又

　
　
　
　
　
　
　

ハ
確
実
ナ
ル
銀
行
預
金
ト
シ
テ
保
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
條　
　
　

本
會
ノ
基
本
財
産
ハ
之
ヲ
費
消
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ

　
　
　
　
　
　
　

必
要
ニ
應
シ
評
議
員
會
ノ
決
議
ヲ
経
テ
運
用
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　

コ
ト
ヲ
得

第
九
條　
　
　

本
會
ノ
毎
年
度
事
業
並
収
支
豫
算
ハ
評
議

　
　
　
　
　
　
　

員
會
ノ
決
議
ヲ
経
テ
之
ヲ
定
ム
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第
十
條　
　

本
會
ノ
毎
年
度
収
支
決
算
ハ
翌
年
度
ニ
於
テ

　
　
　
　
　
　

評
議
員
會
ノ
承
認
ヲ
経
ヘ
シ　

第
十
一
條　
　

本
會
ノ
會
計
年
度
ハ
四
月
一
日
ニ
始
リ
、
翌
年
三

　
　
　
　
　
　

月
三
十
一
日
ニ
終
ル

　
　
　
　

第
三
章　

會
員
及
役
員　

第
十
二
條　
　

本
會
ノ
趣
旨
ヲ
賛
成
シ
一
定
ノ
金
額
ヲ
醵
出
ス
ル
者

　
　
　
　
　
　

ヲ
以
テ
會
員
ト
ス

　
　
　
　
　
　

會
員
ノ
待
遇
方
法
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム

第
十
三
條　
　

會
員
ヲ
別
チ
テ
左
ノ
四
種
ト
ス

　
　
　
　
　

一
、
名
譽
會
員　
　
　

金
五
百
円
以
上
醵
出
ス
ル
者

　
　
　
　
　

二
、
特
別
會
員　
　
　

金
五
拾
円
以
上
醵
出
ス
ル
者

　
　
　
　
　

三
、
通
常
會
員　
　
　

金
五
円
以
上
醵
出
ス
ル
者

　
　
　
　
　

四
、
賛
助
員　
　
　
　

金
壹
円
以
上
醵
出
ス
ル
者

　
　
　
　
　

前
項
ノ
醵
金
ハ
五
年
以
内
ノ
年
賦
ヲ
以
テ
納
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
四
條　
　

會
長
ニ
於
テ
本
會
ニ
功
労
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
者
ハ
醵
金
ニ

　
　
　
　
　
　

拘
ハ
ラ
ス
特
ニ
名
譽
會
員
又
ハ
特
別
會
員
ニ
推
薦

　
　
　
　
　
　

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
五
條　
　

入
會
又
ハ
退
會
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
ノ
旨
ヲ
會
長
ニ
申
出
ツ

　
　
　
　
　
　

ヘ
シ
但
シ
退
會
者
ノ
醵
金
ハ
之
ヲ
返
戻
セ
ス

第
十
六
條　
　

本
會
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　
　

會
長　
　

一
名

　
　
　
　
　
　

理
事　
　

十
名　
（
内
二
名
ヲ
副
会
長
ト
ス
）

　
　
　
　
　
　

監
事　
　

三
名

　
　
　
　
　
　

評
議
員　

三
十
名

第
十
七
條　
　

會
長
ニ
ハ
富
山
縣
知
事
ヲ
推
戴
シ
副
會
長
ハ
理
事

　
　
　
　
　
　

中
ヨ
リ
互
選
ス

　
　
　
　
　
　

理
事
監
事
及
評
議
員
ハ
會
長
之
委
嘱
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
八
條　
　

會
長
ハ
本
會
ヲ
代
表
シ
會
務
ヲ
統
理
シ
會
議
ノ
議

　
　
　
　
　
　

長
ト
ナ
ル

　
　
　
　
　
　

副
會
長
ハ
會
長
ヲ
補
佐
シ
會
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其

　
　
　
　
　
　

ノ
事
務
ヲ
代
理
ス

　
　
　
　
　
　

理
事
ハ
會
務
ヲ
掌
理
ス

　
　
　
　
　
　

監
事
ハ
會
務
ヲ
監
査
ス

　
　
　
　
　
　

評
議
員
ハ
會
長
ノ
諮
問
ニ
應
シ
重
要
ナ
ル
事

　
　
　
　
　
　

項
ヲ
審
議
ス

第
十
九
條　
　

役
員
ノ
任
期
ハ
二
年
ト
シ
補
款
ニ
ヨ
リ
就
任
シ
タ
ル
者
ハ

　
　
　
　
　
　

其
ノ
前
任
者
ノ
残
任
期
間
ト
ス
但
重
任
ヲ
妨
ケ
ス

　
　
　
　
　
　

役
員
ハ
任
期
満
了
ノ
場
合
ト
雖
後
任
者
ノ
就
職
ス
ル

　
　
　
　
　
　

迠
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
條　
　

本
會
ニ
顧
問
若
干
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
顧
問
ハ
会

　
　
　
　
　
　

長
之
ヲ
推
薦
ス

第
二
十
一
條　

本
会
ニ
職
員
若
干
名
ヲ
置
キ
會
長
之
ヲ
任
免
ス

　
　
　
　
　
　

職
員
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
会
務
ニ
従
事
ス

　
　
　
　

第
四
章　

理
事
会
及
評
議
員
会

第
二
十
二
條　

理
事
会
及
評
議
員
会
ハ
会
長
之
ヲ
招
集
ス

第
二
十
三
條　

理
事
会
ハ
必
要
ニ
應
シ
之
ヲ
開
キ
会
務
ノ
執
行
上

　
　
　
　
　
　

重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
ス

第
二
十
四
條　

評
議
員
会
ハ
毎
年
一
回
之
ヲ
開
ク
但
シ
必
要
ア
ル
場
合
ハ

　
　
　
　
　
　

臨
時
ニ
之
ヲ
開
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
二
十
五
條　

会
議
ノ
議
事
ハ
出
席
員
ノ
過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス

　
　
　
　
　
　

可
否
同
数
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
依
ル

　
　
　
　

第
五
章　
　

附
則

第
二
十
六
條　

本
会
々
則
ハ
評
議
員
三
分
ノ
二
以
上
ノ
同
意
ヲ
経
ル
ニ

　
　
　
　
　
　

ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
七
條　

本
会
ハ
評
議
員
四
分
ノ
三
以
上
ノ
同
意
ヲ
経
ル
ニ
ア

　
　
　
　
　
　

ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
解
散
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
八
條　

本
会
則
施
行
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
会
長
之
ヲ
定

　
　
　
　
　
　

ム

　
　
　

募
集
金
ニ
関
ス
ル
調

金
拾
壹
万
圓　
　
　
　

募
集
金
總
額

　
　
　

内

　
　

金
六
万
五
千
圓　

會
社
及
縣
外
ニ
於
テ
募
集

　
　

金
四
万
五
千
圓　

縣
内
ニ
於
テ
募
集

備
考

　
　
　
　
　

縣
内
募
集
額
之
内
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金
貳
万
五
千
円　

呉
山
以
東
ノ
郡
市
町
村
ニ
於
テ
募
集

　
　

金
貳
万
円　
　
　

呉
山
以
西
ノ
郡
市
町
村
ニ
於
テ
募
集

　
　
　

募
集
金
總
額
ノ
費
途

　
　

金
五
万
円　
　
　

建
設
費

　
　

金
五
万
円　
　
　

基
本
財
産

　
　

金
壱
万
円　
　
　

其
ノ
他
ノ
経
費

　
　

計　

拾
壹
万
円

　
　
　

縣
内
募
集
金
ニ
関
ス
ル
計
画
案

一
、
金
四
万
五
千
円　
　
　
　

縣
内
募
集
金
額

　
　

内

　
　

金
四
万
円　
　
　
　

保
勝
會
収
入

　
　

金
四
千
五
百
円　
　

郡
市
町
村
ノ
諸
雑
費

　
　

金
五
百
円　
　
　
　

縣
ノ
諸
雑
費

二
、
縣
内
募
集
金
ノ
配
當

　
　

募
集
金
ヲ
四
分
シ
大
正
十
三
年
度
ニ
於
ケ
ル

　
　
　
　

イ
、
現
住
戸
数

　
　
　
　

ロ
、
地
租　
　

　
　
　
　

ハ
、
営
業
税　

　
　
　
　

ニ
、
所
得
税

　
　
　

二
按
分
配
當
シ
別
紙
ノ
通
定
ム
ル
コ
ト
（
第
一
表
四
万

　
　
　

五
千
円
ノ
モ
ノ
）

三
、
募
集
方
法

　
　
　

１
．
會
員
募
集
ハ
縣
内
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
郡
市
町
村
ニ
於

　
　
　
　
　

テ
其
他
ノ
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
縣
ニ
於
テ
之
ニ
當
ル
モ
ノ
ト

　
　
　
　
　

ス

　
　
　

２
．
募
集
締
切
期
限
ハ
大
正
十
六
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　

ト
ス

寄
附
金
割
當
表

郡  

市  

別

割　
　

當　
　

額

上
新
川
郡

　

五
、
一
一
五
円

〇
〇
〇

中
新
川
郡

　

四
、
七
五
一

〇
〇
〇

下
新
川
郡

　

五
、
七
〇
七

〇
〇
〇

婦
負
郡

　

二
、
二
五
一

〇
〇
〇

射
水
郡

　

四
、
二
四
六

〇
〇
〇

氷
見
郡

　

一
、
七
九
六

〇
〇
〇

東
砺
波
郡

　

四
、
五
一
九

〇
〇
〇

西
砺
波
郡

　

三
、
八
三
二

〇
〇
〇

富
山
市

　

九
、
四
二
七

〇
〇
〇

高
岡
市

　

三
、
三
五
六

〇
〇
〇

合
計

四
五
、
〇
〇
〇

〇
〇
〇

　

立
山
保
勝
會
施
設
事
業
計
画
大
要

　
　

第
一　

宿
舎
ノ
設
備

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
旅
行
者
ノ
宿
泊
若
ク
ハ
避
難
ノ
タ
メ
必
要
ナ
ル
宿
舎

中
最
モ
急
設
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
二
十
二
箇
所
ト
ス　

其
ノ
内
既
ニ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ
十

一
箇
所
ニ
シ
テ
今
後
建
設
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
十
一
箇
所
ト
ス　

則
チ
左
ノ
如
シ

一
、
既
ニ
建
設
シ
タ
ル
モ
ノ

　
　
　

所
在
地　
　
　
　
　
　
　
　

出
資
者　
　
　
　
　
　
　
　

摘
要

　

立
山
本
道　
　

ブ
ナ
坂　
　
　

電
氣
局　
　
　
　
　
　
　

保
温
及
出
入
ノ
施
設
改
修
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
ス

　

同　
　
　
　
　

鏡　

石　
　
　

富
山
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
沼
安
太
郎　
　
　
　
　

同　

前

　

同　
　
　
　
　

弘
法
茶
屋　
　

學
習
院
生
徒
及
電
氣
局　

現
在
収
容
五
十
人
ヲ
二
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
容
ニ
増
設
ヲ
要
ス

　

同　
　
　
　
　

追
分　
　
　
　

大
阪
朝
日
新
聞
社　
　
　

現
状
維
持

　

同　
　
　
　
　

室
堂　
　
　
　

前
田
藩　
　
　
　
　
　
　

内
部
改
修
ヲ
要
ス

　

劔
岳
道　
　
　

劔
澤　
　
　
　

大
阪
毎
日
新
聞
社　
　
　

増
築
及
改
修
ヲ
要
ス

　

五
色
ケ
原　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
毎
日
新
聞
社　
　
　

現
状
維
持

　

黒
部
川
上
流
平
ノ
小
屋　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
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眞
川
上
流
有
峯
畑
峠
下　
　
　

名
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
孝
一　
　
　
　
　
　

同

　

上
ノ
岳　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

仲
ノ
俣
岳　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

二
、
今
後
建
設
ス
ヘ
キ
モ
ノ

　

ス
ゴ
乗
越　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
色
ケ
原
薬
師
岳
ノ
中
間
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
リ
最
モ
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

池
ノ
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
方
面
ヨ
リ
黒
部
峡
谷
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

眞
砂
子
澤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

劔
岳
ヲ
登
リ
黒
部
峡
谷
ニ
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

小
黒
部
大
崩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
方
面
ヨ
リ
黒
部
峡
谷
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

清
水
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部
峡
谷
ヨ
リ
白
馬
山
ニ
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

祖
母
谷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

棒
小
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部
下
廊
下
ノ
樞
要
ノ
地
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ

　

蔵
之
助
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
山
ヨ
リ
黒
部
峡
谷
ニ
通
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

東
谷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
人
湯
ヨ
リ
立
山
ニ
通
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

槻
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部
峡
谷
ノ
樞
要
ノ
地
ナ
リ

　

稱
名
瀑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
名
滝
観
光
客
ノ
休
息
所
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
テ
又
立
山
登
山
者
ノ
休
憩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
ト
シ
テ
必
要
ア
リ

　
　

　
　

第
二　
　

道
路
ノ
施
設

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
中
多
少
修
繕
ヲ
要
ス
ヘ
キ
道
路
ハ
延
長
七
十
七
里
ニ
達
ス

　

即
チ
左
ノ
如
シ　

但
シ
町
村
道
ヲ
除
ク

　

一
、
立
山
本
道

　
　
　
　

支
線　

１
、
藤
橋
、
称
名
滝
、
鍋
禿
杉
間　
　
　
　
　
　
　

二
里
十
四
丁

　
　
　
　
　
　
　

２
、
追
分
、
獅
々
鼻
、
鏡
石
間　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
十
丁

　

二
、
藤
橋
、
針
ノ
木
線

　
　
　

藤
橋
、
温
泉
、
ザ
ラ
峠
、
平
ノ
小
屋
、
針
ノ
木
峠
間　
　
　

八
里
十
二
丁

　
　
　

支
線　

五
色
、
刈
安
峠
尾
根
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
半

三
、
立
山
温
泉
追
分
線

　
　

立
山
温
泉
、
松
尾
峠
追
分
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
二
十
丁

四
、
伊
折
、
地
獄
谷
線

　
　

伊
折
、
立
山
川
、
伊
折
乗
越
、
地
獄
谷
間　
　
　
　
　
　
　
　

六
里

　
　

支
線　

白
萩
川
、
大
窓
経
由　

池
ノ
平
間　
　
　
　
　
　
　
　

四
里

五
、
宇
奈
月
、
猿
飛
間

　
　

宇
奈
月
、
鐘
釣
、
猿
飛
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
里

六
、
下
廊
下
線

　
　

猿
飛
、
棒
小
屋
、
平
ノ
小
屋
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
里

　
　

支
線　
　

仙
人
湯
、
東
谷
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里

七
、
猿
飛
、
白
馬
線

　
　

猿
飛
、
清
水
小
屋
、
白
馬
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
里
半

八
、
猿
飛
、
大
黒
線

　
　

猿
飛
、
祖
母
谷
、
大
黒
岳
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
里

九
、
三
又
、
猿
飛
線
（
立
山
連
峯
縦
貫
線
）

　
　

三
又
、
上
ノ
岳
、
薬
師
岳
、
五
色
原
、
ザ
ラ
峠
、
浄
土
山
、
雄
山
、
別
山
、

　
　

劔
澤
、
池
ノ
平
、
猿
飛
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
二
十
里

十
、
別
山
乗
越
、
大
日
平
線

　
　

別
山
乗
越
、
大
日
岳
、
早
乙
女
岳
、
大
日
平
、
称
名
滝
間　
　

三
里
半

十
一
、
有
峯
、
太
郎
平
線

　
　
　

有
峯
、
小
畑
峠
、
太
郎
平
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
里

十
二
、
有
峯
、
大
多
和
峠
線

　
　
　

有
峯
、
大
多
和
峠
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
里
半

十
三
、
千
垣
、
有
峯
線

　
　
　

千
垣
、
亀
ケ
谷
、
和
田
川
ニ
沿
ヒ
有
峯
間　
　
　
　
　
　
　

四
里

以
上
ノ
山
岳
道
路
ハ
成
ル
ヘ
ク
現
状　

維
持
ヲ
方
針
ト
シ
特
ニ
險
悪
ナ
ル
箇
所
及

樹
木
密
生
ノ
タ
メ
甚
シ
ク
通
行
ヲ
妨
ク
ル
箇
所
等
ノ
改
修
ニ
止
メ
ム
ト
ス
其
ノ

主
ナ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ

　
　

一
、
三
俣
岳
、
五
色
ケ
原
間

　
　

二
、
五
色
ケ
原
、
浄
土
山
間

　
　

三
、
池
ノ
平
、
猿
飛
間

　
　

四
、
仙
人
湯
、
猿
飛
間

　
　

五
、
仙
人
湯
、
下
廊
下
間
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六
、
湯
川
眞
川
合
流
点
、
眞
川
伊
藤
小
屋
間

　
　

七
、
伊
折
、
地
獄
谷
間

　
　

八
、五
色
ケ
原
、
刈
安
峠
間

　
　

九
、
称
名
瀑
、
早
乙
女
岳
、
大
日
岳
、
別
山
乗
越
間

　

劔
岳
八
峯
ハ
原
始
状
態
ヲ
保
存
ス
ル
モ
ノ
ト
シ　

劔
澤
、
眞
砂
子
澤
ニ
宿
舎

　

ヲ
建
設
シ
登
山
者
ノ
便
利
ヲ
圖
ル
ニ
止
メ
ン
ト
ス

　

渡
渉
地
、
崩
壊
地
、
嶮
峻
地
等
ニ
シ
テ
通
行
ノ
危
険
ナ
ル
箇
所
ニ
鐵
線
又
ハ

　

鐵
鎖
ヲ
張
リ
其
ノ
安
全
ヲ
圖
リ
又
渡
渉
困
難
ノ
箇
所
ニ
ハ
籠
ノ
渡
ノ
施

　

設
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス　

其
ノ
箇
所
左
ノ
如
シ

　
　

一
、
湯
川
上
流
渡
渉
地　
　
　
　
　
　
　

約
三
十
間　

　
　

二
、
立
山
温
泉
ザ
ラ
峠
間
崩
壊
地　
　
　

約
三
十
間

　
　

三
、
小
黒
部
川
渡
渉
地　
　
　
　
　
　

延
約
二
百
間

　
　

四
、
平
ノ
小
屋
黒
部
川
渡
渉
地　
　
　

延
約
八
十
間

　
　

五
、
伊
折
、
大
窓
間　
　
　
　
　
　
　

延
約
百
間

　
　

六
、
黒
部
川
平
ノ
小
屋　

籠
ノ
渡

　
　

七
、
黒
部
川
仙
人
湯
下　

籠
ノ
渡

　
　

八
、
称
名
川
上
流　

大
日
平
、
弥
陀
ヶ
原
間　

籠
ノ
渡

　
　

第
三　
　

指
導
標
及
指
望
圖
ノ
施
設

　

指
導
標
ハ
道
路
案
内
ヲ
目
的
ト
シ
著
名
地
、
分
岐
点
、
休
憩
地
、
其
ノ
他

　

適
宜
ノ
箇
所
ニ
地
名
、
方
位
、
里
程
、
行
先
等
ヲ
標
示
ス　

其
ノ
箇
所
約

　

五
十
ケ
所
ヲ
要
ス

　

指
望
圖
ハ
展
望
眼
界
ニ
入
ル
連
山
ノ
名
称
、
位
置
、
標
高
、
距
離
等
ヲ

　

圖
示
ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

其
ノ
設
置
場
所
ハ
立
山
五
ノ
越
、
五
色
ケ
原
ノ
三
ケ
所
ト
ス

　
　

第
四　
　

山
岳
館
ノ
施
設

　

山
岳
館
ハ
立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ニ
於
ケ
ル
自
然
界
ノ
現
象
事
物
ヲ
説

　

明
ス
ヘ
キ
標
本
及
調
査
書
、
各
種
ノ
紀
念
物
、
登
山
調
度
品
、
寫
眞
、
繪

　

画
詩
歌
文
章
等
山
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
参
考
品
ヲ
陳
列
シ
以
テ
山
岳
ニ

　

對
ス
ル
趣
味
ト
智
識
ノ
向
上
ヲ
圖
ラ
ム
ト
ス

　
　

第
五　
　

圖
書
發
行

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ノ
十
万
分
ノ
一
精
巧
ナ
ル
圖
面
ヲ
發
行
ス
ル
タ
メ
原

　

版
ヲ
製
作
シ
又
併
セ
テ
鳥
瞰
圖
ヲ
製
作
セ
ン
ト
ス　

其
ノ
圖
ハ
販
賣
セ
シ
ム

　

ル
モ
ノ
ト
ス
寫
眞
、
繪
は
か
き
、
遊
覧
案
内
、
登
山
心
得　

其
ノ
他
山
岳
ニ
関
ス
ル

　

圖
書
等
趣
味
ト
實
用
ヲ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
發
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
六　
　

天
幕
備
付

　

多
数
ノ
登
山
者
ア
リ
宿
舎
不
足
ス
ル
場
合　

備
フ
ル
タ
メ
天
幕
二
十
張
ヲ
買
入

　

レ
約
二
百
人
ヲ
宿
泊
セ
シ
ム
ル
計
画
ト
ス

　
　

第
七　
　

調
査
研
究

　

立
山
連
峯
及
黒
部
峡
谷
ニ
於
ケ
ル
地
勢
、
地
質
、
生
物
、
氣
候
等
自
然
界
ノ

　

現
象
事
物
、
古
来
ノ
傳
説
、
史
實
、
紀
念
物
等
ノ
調
査
研
究
ヲ
為
シ

　

其
ノ
結
果
ヲ
發
表
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
八　
　

登
山
宣
傳
及
紹
介

　

山
岳
ニ
関
ス
ル
宣
傳
ニ
努
メ
登
山
思
想
ヲ
鼓
舞
シ
且
立
山
連
峯
及
黒
部

　

峡
谷
登
山
ニ
関
ス
ル
質
問
ニ
應
答
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
九　
　

其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
業
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表１　立山保勝會事業費豫算書

表２　立山保勝會事業費豫算書


